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岡 山 県 教 育 委 員 会

みんなで学んで かがやく 未来
「おかやま教育の日」（11月1日）標語

MIRAI Wind Club による吹奏楽のパート別練習活動（場所：倉敷市立東中学校）
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E d u c a t i o n a l  B u l l e t i n

特 集｜
部活動改革及び地域クラブ活動の推進
～子どもたちのスポーツ・文化芸術活動

の充実に向けて～

）4067-622-680☎（ 部支山岡合組済共校学立公
県教育庁福利課「教職員のこころの健康・相談窓口」からもご覧いただけます➡
⬅ 福利課公式LINEを友だち追加後、トーク画面からもご覧いただけます。

「話を聴いて欲しい」あなたの連絡を待っています。
悩みを抱えていませんか。

少しだけでも、誰かに話してみませんか。
ただ話すだけで、気持ちが軽くなることもあります。

プライバシーは厳守されます！
相談内容等が、所属所や教育委員会に知られることはありません。

教職員のための

相談窓口
の

様々な相談窓口を紹介していますので、是非ご活用ください。

相談時間 連絡先・申込方法 相談場所 注意事項

スクール
カウンセラー等
の本来の
勤務時間以外

スクールカウンセラー等へ
相談を依頼します。
学校長等を通じて、または
相談希望者から相談員へ直
接依頼することも可能です。

組合員の
勤務する
所属所内

①相談を依頼する際に、相談日時等を決定します。
②当日、相談報告書と、組合員資格が確認できるものを持参してくだ
　さい。

相談報告書は「福利課 HP ➡ 教職員のこころの健康・相談窓口
 ➡ スクールカウンセラー等を活用した相談」に掲載しています。

　予め、本人記入欄に記入しておいてください。

生徒指導に関する相談は、本事業の対象外です。

スクールカウンセラー等（※）が、職場で、教職員自身のメンタルヘルス相談をお受けします。
学校の様子をよく知っている専門家に、こころの悩みを相談してみませんか？

職場のスクールカウンセラー等に相談をしたい

共済組合の組合員とその被扶養者が利用できます。
すべて相談料は無料です。（一部回数制限あり）

福利課・共済組合岡山支部以外が開設する窓口に相談したい

※「スクールカウンセラー等」とは、組合員の所属所で勤務する次の者のことです。
スクールカウンセラーに準ずる者として相談を行っている者

院
病
央
中
国
中

部
本
合
組
済
共
校
学
立
公

メンタルヘルス
相談

こころの悩み
ホットライン

（電話相談）

教職員
電話健康相談24

介護電話相談

女性医師
電話相談

電話・面談
メンタルヘルス
相談

Web相談
（こころの相談）

LINEを使った
メンタルヘルス
相談

臨床心理士による
相談【面接】【電話】

臨床心理士による
相談【電話】

健康に関する
相談に保健師等の
専門家が対応
介護に関する相談に、
ケアマネジャーや
社会福祉士が対応

女性医師による相談
（予約制）

臨床心理士による
相談

電話で相談しづらい
方のためのWeb上
での相談

公認心理師、臨床心
理士等による相談

【LINE】

［平日］
9：00～17：00

［水曜日］
15：00～17：00

24時間 年中無休

［月～土］

［月～土］
10：00～21：00

【電話相談】
月～土10：00～22：00

【面談予約】
月～土10：00～20：00

24時間

[水土日月]

084-970-2121
中国中央病院
福山市御幸町大字上岩成148-13

0120-503-110

0800-777-8349

0120-515-579

0120-215-579

0800-700-5680

URL https://www.mh-c.jp/

受付時間 連絡先 備　考名　称 内　容

原則年３回まで利用可
共済組合の規定により一定の交通費を
支給します。
（タクシー代の支給はありません。）
予約の際に組合員番号の確認があります。

相談内容：一般健康相談、専門医相談
（予約制）、小児救急相談、医療機関案内
1回20分程度

相談内容：女性疾患についての相談が中心
1回20分程度
利用対象者は女性のみ

【電話相談】1回20分程度
【面　　談】1回50分程度、
　面談は、年5回まで無料

　1日1回、30分～60分程度
　10分～15分以上応答が途絶えた場合、
 相談は終了します。

臨床心理士が3営業日以内をめどに
個別に回答

相談内容：介護全般
１回２０分程度

何度でも無料で利用できます。

ログイン番号:783269

管理職が、不調者（休職者を除く）の主治医
と支援等について相談（面談）する際の相談
料を、共済組合が全額負担します（回数制限
無し）。

受付時間 連絡先・申込方法 相談場所 予約時連絡事項

[ 月～金]
 16：00～19：00
大学の長期休業中など
心理相談室の閉室期間を除く

086-251-7608
受付時間内に、
電話予約してください。

岡山大学教育学部内
「心理相談室」
岡山市北区津島中
3-1-1

予約時に①～③を伝えてください。

職場内のメンタルヘルス対応等を相談したいとき

不調者や休職者の主治医に相談したいとき

心理相談室の詳細（閉室期間等）は、HP にてご確認ください→

例えば…沢田の杖塾の教員OBを講師とした
「コミュニケーションスキルアップ研修会」等研修講座

パソコン及び携帯、スマホからアクセス▶
https://fishbowlindex.jp/psokayama/

パソコン及び携帯・スマホから、気軽に簡単にストレスチェック等ができます！
ご自身や家族の健康状態を定期的に把握し、健康管理に役立てましょう。

健康づくりのための研修会等（各所属所や組合員で構成される
団体・グループが企画立案するもの）に講師を無料（１回につ
き５万円を上限）で派遣します。
※研修の約２か月前までに所定の申請様式を福利課健康管理班へ提出する必要があります。

様式等の詳細は、おかやま教職員福利厚生ネットに掲載していますので、ご確認ください。

管理職向けの相談窓口

こころの専門家である臨床心理士（岡山大学の教員）による、管理職としての
職場の悩み相談です。（年度内3回まで無料。4回目以降は自己負担額1,500円）

※どちらも当日、必要書類を医療機関の窓口に提出する必要があります。
　様式等の詳細は、県教育庁福利課HP→教職員のこころの健康・相談窓口に掲載しています。（表紙の二次元コードをご利用ください）

管理職が、精神疾患等による休職者の主治医と復職
等について相談（面談）する際の相談料（1回につ
き5,500円まで）を、県が負担します（回数制限無
し）。【岡山県教育委員会任用教職員が対象です。】

福利課保健師の相談窓口（P.1）においても、職場のラインケア（職場復帰相談含む）の相談をお受けします

職場の健康づくり研修会支援事業

①「管理職サポート相談」の利用であること
②所属所名、氏名、簡単な相談内容
③他の相談機関等からの紹介で利用する場合

には、紹介ルート

チェック方法@kouritukyosai_mh

る
き
で
に
軽
気

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

簡易健康チェック

スクールカウンセラー等を活用した教職員メンタルヘルス相談

中国中央病院、共済本部窓口

管理職サポート相談

管理職メンタルヘルス相談 復職プログラム相談

平日の夕方～夜の
時間に相談ができます！

・当日は組合員資格が確認できるものを持参して
　ください。
・年度内 3 回まで無料で利用できます。
（4 回目以降は自己負担 1,500 円）

予約時に
管理職サポート相談事業を
活用することを
必ず伝えてください。

10：00～18：00

18：00～22：00

４ ５

メンタルヘルス相談
オンライン予約ページ

メンタルヘルス室
トップページ

ISSN  1345-3750



　
毎
年
、
秋
に
行
わ
れ
る
本
校
の
操
南
祭
に
展
示
出
品
す
る
た
め
、
２
年
生
（
８
ク
ラ
ス
・

２
７
３
人
）
が
平
和
学
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一
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で
広
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あ
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ー
ム
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つ
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し
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た
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３
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。
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レ
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ド
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評

■県教委だより32

1 ■標点
木と育つ、地域と育つ
県教育委員会委員　須江 健治

■随想　総社市立総社小学校 　仁熊 健二／津山市立久米中学校　芦田 周作／県立東岡山工業高等学校　武川 忠弘21

■中高生なんでもトーク○290　備前市立日生中学校　佐々木 晴麿／清心女子高等学校　浅越 一花23

■教育新着図書紹介　県立図書館31

■史跡　備中国分尼寺跡－令和７年度発掘調査成果－　県古代吉備文化財センター30

■グラビア
先生の学びと子どもの「心の居場所」づくりを応援します！　おかやまオンデマンド研修

20

■子どもの声・保護者の声・地域の声
テーマ：「部活動の地域展開について」　三宅 厚自／松下 誠／木原 珠子

15

■グラビア
令和７年度　国登録有形文化財の登録

17

■写真コーナー
写真だより

18

■私の工夫
岡山型PBLの考えをもとにした「総合的な学習の時間」の展開
県総合教育センター　荻原 資

探究的な学びについての実践と考察
県立岡山芳泉高等学校　鳥取 海峰

軽度知的障害のある生徒に対する「個別取り出し型」を含めた自立活動の指導の取組
～生徒の思いや「なりたい姿」を大切にした指導・支援を通して～
県立岡山瀬戸高等支援学校　三好 咲子

24

◆創作の広場　岡山市立操南中学校／ノートルダム清心学園清心女子高等学校

【説明③】
岡山県中学校体育連盟が主催する大会の
在り方について
岡山県中学校体育連盟

【事例紹介③】
町全体で構築する、中学生の多様なスポーツ・
文化芸術環境～総合型地域スポーツ和気クラブを
核とした「新たなまちづくり」への挑戦～
和気町教育委員会

【巻頭論文】部活動の地域展開について　岡山大学学術研究院教育学域　准教授　高岡 敦史2

特集

部活動改革及び地域クラブ活動の推進
～子どもたちのスポーツ・文化芸術活動の充実に向けて～
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文
芸
部
部
長
・
小
林
美
穂
さ
ん
は
、
当
初
は
小
説
な
ど
散
文
を
執
筆
し
て
い
た
が
、
次

第
に
韻
文
に
も
情
熱
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
詠
ん
で
い
く
う
ち
に
、
特
に
短
歌
・
俳
句

で
こ
れ
ま
で
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
味
わ
い
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
改
め
て
小

林
美
穂
と
い
う
作
家
の
可
能
性
と
、
定
型
短
詩
の
力
に
驚
か
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
は
、
発
表
の
場
が
限
ら
れ
る
自
由
律
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。

︵
文
芸
部
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小
山 

潤
子
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評 自

由

律
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
学
園

清
心
女
子
高
等
学
校

何
も
な
い
あ
く
び
地
球
を
噛
み
殺
す

殺
虫
剤
で
人
が
死
ぬ
な
ら
人
は
虫
な
の
で
は
な
い
か

泣
き
止
ま
ぬ
赤
子
抱
え
て
岩
の
下

幸
せ
に
な
れ
て
い
な
い
子
優
し
い
子

ク
ソ
リ
プ
に
ク
ソ
リ
プ
返
す
君
が
好
き

昼
な
の
に
号
泣
ち
い
か
わ
の
友
情

赤
ペ
ン
の
臓
器
中
身
が
見
え
隠
れ

ぽ
く
ぽ
く
の
日
溜
り
死
後
の
世
界
無
し

手
に
釘
を
打
ち
付
け
僕
も
神
に
な
る

皮
膚
焼
け
た
　
皮
膚
剥
い
で
み
た
　
守
ら
れ
て
い
た

わ
た
し
ら
も
回
っ
て
る
ん
だ
ぜ
っ
て
地
球

ハ
ビ
タ
ブ
ル
ゾ
ー
ン
に
生
き
る
私
達
は

人
の
力
を
借
り
て
も
気
体
に
な
れ
な
い

こ
ば
や
し

　
　　み

　ほ
　

　
三
年
　
小
林
　
美
穂

総合的な学習・平和学習

つまようじアートによる広島原爆ドーム

 岡山市立操南中学校２学年２７３人による共同制作

【事例紹介②】
真庭市における部活動の地域展開の推進について
真庭市生活環境部スポーツ・文化振興課

【説明②】
岡山県部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に
関する総合的なガイドライン
～子どもたちのスポーツ・文化芸術活動の充実に向けて～
県教育庁保健体育課・生涯学習課

【説明①】
部活動の地域展開の現状と今後の取組
県教育庁保健体育課・生涯学習課

6 【事例紹介①】
こどもを中心に据えた部活動の地域展開
～「ブカツライクな地域クラブ活動」を目指して～
総社市教育委員会



標
点
標
点

木
と
育
つ
、地
域
と
育
つ

県
教
育
委
員
会
委
員

　須
江 

健
治

01 教育時報　令和8年7月号

近
年
、「
木も

く
い
く育
」と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会

が
増
え
て
き
ま
し
た
。木
育
は
、２
０
０
４
年
に

北
海
道
で
生
ま
れ
た
考
え
方
で
、森
林
や
木
材
に

親
し
み
な
が
ら
、人
と
自
然
と
の
関
わ
り
を
学
ぶ

取
組
と
し
て
全
国
へ
広
が
っ
て
い
ま
す
。木
に
触

れ
、木
で
遊
び
、木
に
つ
い
て
学
ぶ
経
験
は
、子
ど

も
た
ち
の
感
性
や
創
造
力
を
育
み
、地
域
や
自
然

へ
の
関
心
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

日
本
人
は
古
く
か
ら
、木
や
森
に
特
別
な
思
い

を
寄
せ
て
き
ま
し
た
。そ
の
こ
と
は
、日
本
神
話

に
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。木
々
の
神
と
し
て

知
ら
れ
る
五
十
猛
命（
い
た
け
る
の
み
こ
と
）は
、

素す
さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊
の
御み

子こ

神が
み

と
さ
れ
、日
本
各
地
に
木
を

植
え
、そ
の
恵
み
を
人
々
に
伝
え
た
神
様
と
し
て

語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、素
戔
嗚
尊
の「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
」

は
、古
代
の
洪
水
を
象
徴
し
た
物
語
で
あ
る
と
い

う
説
が
あ
り
ま
す
。舞
台
と
さ
れ
る
出
雲
地
方
の

斐
伊
川
は
古
く
か
ら
氾
濫
を
繰
り
返
し
、人
々
の

暮
ら
し
を
脅
か
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
災
い
を
鎮

め
る
た
め
に
、素
戔
嗚
尊
が
五
十
猛
命
に
木
を
植

え
さ
せ
た
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。こ
の
神

話
に
は
、森
を
育
て
る
こ
と
が
人
々
の
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
、先
人
た
ち
の
知

恵
や
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。森

林
は
、降
っ
た
雨
を
蓄
え
、ゆ
っ
く
り
と
川
へ

流
し
ま
す
。そ
し
て
、森
か
ら
運
ば
れ
た
養
分
は

川
を
通
じ
て
海
へ
届
き
、海
の
生
き
物
を
育
て
ま

す
。山
と
川
と
海
、そ
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、

一
つ
の
循
環
の
中
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。森
と
私

た
ち
の
暮
ら
し
は
、本
来
切
り
離
す
こ
と
の
で
き

な
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
つ
な
が
り
を

子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、木
育
の
大

き
な
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

全
国
各
地
で
木
育
の
取
組
が
広
が
る
中
、岡
山

県
内
で
も
、木
の
お
も
ち
ゃ
に
触
れ
る
場
や
木
工

体
験
、森
林
や
林
業
を
学
ぶ
活
動
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
実
践
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。私
た
ち
も
津
山
市
の
木
育
ひ
ろ
ば「
も

く
も
く
の
も
り
」で
活
動
す
る
中
で
、木
に
囲
ま

れ
た
空
間
に
は
、子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
親
子
の

会
話
が
生
ま
れ
、人
と
人
と
の
距
離
を
や
わ
ら
げ

る
力
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

便
利
さ
や
効
率
が
優
先
さ
れ
る
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、今
一
度
、「
森
に
生
か
さ
れ
て
い
る
」と
い
う

原
点
に
立
ち
返
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。木
と
と
も
に
子
ど
も
が
育
ち
、子
ど
も

た
ち
と
と
も
に
地
域
も
育
つ
。木
育
を
通
し
て
、そ

の
つ
な
が
り
を
次
の
世
代
へ
受
け
継
い
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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部活動改革及び地域クラブ活動の推進
～子どもたちのスポーツ・文化芸術活動の充実に向けて～

巻頭論文

部活動の地域展開について

１　
「
部
活
動
の
地
域
展
開
」
の
概

要
と
真
意

令
和
３
年
度
の
「
地
域
運
動
部
活
動

推
進
事
業
」
か
ら
始
ま
っ
た
国
の
政
策

と
し
て
の
「
部
活
動
の
地
域
展
開
」
は
、

部
活
動
の
持
続
可
能
性
問
題
を
背
景
に

し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
の
部
活

動
は
、
生
徒
指
導
や
生
徒
に
よ
る
主
体

的
な
活
動
の
機
会
と
し
て
重
要
視
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
が
国
の
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
振
興
の
基
盤
と
し
て
も
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
学
校
規
模
の

縮
小
と
地
域
の
人
口
減
少
が
自
治
体
に

と
っ
て
目
前
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
る
今
日
、
野
球
部
や
サ
ッ
カ
ー
部

と
い
っ
た
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の
運
動
部

や
吹
奏
楽
部
の
よ
う
な
団
体
で
活
動
す

る
文
化
部
が
成
立
せ
ず
子
ど
も
た
ち
の

選
択
肢
が
急
激
に
少
な
く
な
っ
て
い
る

学
校
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
小
学
生
の
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を
支
え
て
き
た
地

域
ク
ラ
ブ
も
そ
の
活
動
の
持
続
可
能
性

問
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
は
、
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
振
興
の
底
が
抜
け
る
問
題

で
す
。
部
活
動
が
学
校
教
育
制
度
の
一

部
で
あ
る
以
上
、
学
校
規
模
の
縮
小
に

伴
っ
て
設
置
で
き
る
部
活
動
の
数
や
種

類
が
今
以
上
増
え
る
こ
と
が
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

ま
た
、
顧
問
教
員
の
異
動
に
伴
っ
て

部
の
活
動
が
（
子
ど
も
た
ち
の
意
向
と

は
無
関
係
に
）
活
発
に
な
っ
た
り
停
滞

し
た
り
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
、
あ

る
い
は
小
学
生
年
代
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ

活
動
と
中
学
校
の
部
活
動
、
高
等
学
校

の
部
活
動
の
指
導
体
制
や
チ
ー
ム
編
成

が
学
校
段
階
に
よ
っ
て
ぶ
つ
切
り
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
か
ね
て
よ
り
指

摘
さ
れ
続
け
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
上
の
問
題
で
し
た
。

つ
ま
り
、
現
状
の
ま
ま
で
は
部
活

動
で
も
地
域
ク
ラ
ブ
で
も
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を
保

障
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
こ

の
袋
小
路
か
ら
抜
け
出
す
た
め
の
大
き

な
戦
略
と
し
て
地
域
展
開
は
あ
り
ま
す
。

こ
の
政
策
は
部
活
動
改
革
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
学
校
教
育
制
度
に
閉
じ
た
部
活

動
を
廃
止
し
、
地
域
で
今
ま
で
以
上
に

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
地
域
ス
ポ
ー

岡山大学学術研究院 教育学域 准教授
合同会社スポーツドライブ 代表社員

１９７８年１月生まれ　島根県松江市出身
筑波大学大学院博士課程修了（博士：体育科学）
２０２１年度～２０２５年度まで岡山県部活動の地域移行推進事業委員長および
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改革タスクフォース委員、岡山県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会運
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部活動改革及び地域クラブ活動の推進 ～子どもたちのスポーツ・文化芸術活動の充実に向けて～特 集

ツ
・
文
化
振
興
シ
ス
テ
ム
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
政
策
な
の
で
す
（「
部
活
動

の
・
・
・
」
と
い
う
政
策
名
称
に
部
活

動
改
革
で
あ
る
と
誤
認
さ
せ
る
原
因
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
以
下
で
は
あ
え

て
「
地
域
展
開
」
と
称
し
ま
す
）。
な
お
、

少
子
化
と
学
校
規
模
の
縮
小
が
ま
だ
顕

在
化
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
都
市

部
も
、
い
ず
れ
部
活
動
で
は
豊
か
な
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
が
で
き
な
く
な
る

事
態
に
直
面
し
ま
す
。
中
山
間
地
域
を

課
題
先
進
地
域
と
し
て
捉
え
、
今
か
ら

準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

２　

地
域
展
開
を
め
ぐ
る
壁
と
乗
り

越
え
方

部
活
動
の
地
域
展
開
は
い
く
つ
も
の

壁
が
あ
る
難
題
で
す
。
以
下
で
は
、
筆

者
が
岡
山
県
の
地
域
展
開
関
連
事
業
の

委
員
長
兼
全
県
対
応
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
様
々
な
自
治
体
に
伴
走
し
て
き

た
こ
と
で
見
え
て
き
た
壁
と
そ
の
乗
り

越
え
方
に
つ
い
て
論
じ
ま
す
。

（
１
）
資
源
の
壁
と
乗
り
越
え
方

で
し
ょ
う
か
。
指
導
者
認
定
に
一
定
の

基
準
を
用
意
す
る
と
な
る
と
い
よ
い
よ

そ
の
ハ
ー
ド
ル
は
上
が
り
ま
す
。
真
庭

市
で
は
指
導
者
に
加
え
て
、「
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
い
う
枠
を
設
け
て
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、（
も
ち

ろ
ん
研
修
受
講
を
求
め
た
上
で
）
人
材

バ
ン
ク
登
録
者
数
が
増
え
ま
し
た
。
さ

ら
に
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
と
す
れ
ば
、

「
中
学
生
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
人

い
ま
せ
ん
か
？
」
と
募
集
し
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
そ
の
内
、
地
域
の
大

人
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
よ
う
と

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
指
導
者
資
格
を
取
得
し
て
み
た

い
と
思
う
人
が
出
て
き
た
ら
、
資
格
取

得
経
費
を
補
助
し
て
あ
げ
ら
れ
る
と
地

域
の
資
産
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
は
施
設
・

用
具
が
必
要
で
す
。
中
学
校
の
施
設
開

放
は
こ
れ
ま
で
部
活
動
が
使
用
し
て
き

た
た
め
、
小
学
校
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
音
楽
室

や
美
術
室
、
家
庭
科
室
と
い
っ
た
校
舎

内
施
設
の
地
域
利
用
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
上
の
課
題
が
あ
っ
て
開
放
が
難
し
い

地
域
展
開
を
考
え
始
め
た
段
階
で

ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が
ぶ
つ
か
る
壁
は
、

担
い
手
不
足
（
人
的
資
源
）、
施
設
・

用
具
の
確
保
の
難
し
さ
（
物
的
資
源
）、

人
や
物
を
用
意
し
活
動
し
て
い
く
た
め

の
持
続
可
能
な
資
金
確
保
の
問
題
（
財

務
的
資
源
）、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

を
指
導
す
る
こ
と
や
子
ど
も
た
ち
の
特

性
や
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
の
難
し
さ

（
情
報
的
資
源
）
と
い
っ
た
資
源
の
壁

で
す
。

部
活
動
は
こ
れ
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

資
源
を
教
育
行
政
と
学
校
教
員
と
一
部

の
地
域
指
導
者
（
部
活
動
指
導
員
）
に

依
存
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
は
こ
れ
ま

で
中
学
生
た
ち
を
ほ
と
ん
ど
受
け
入
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
必
要
な
資
源

を
集
積
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
足
り
な
い
資
源
は
、
買
う
か
、
借

り
る
か
、
わ
ず
か
な
資
源
を
共
有
す
る

か
、
生
み
出
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
ま
ず
担
い
手
不
足
か
ら
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。「
中
学
生
の
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
活
動
を
指
導
で
き
る
人
い

ま
せ
ん
か
？
」
と
募
集
し
て
十
分
な
指

導
者
が
集
ま
る
地
域
が
ど
れ
だ
け
あ
る

状
況
で
し
ょ
う
。
制
度
変
更
や
運
用
上

の
工
夫
が
必
要
で
す
。
ボ
ー
ル
や
ゴ
ー

ル
、
楽
器
や
調
理
器
具
等
の
用
具
は
部

活
動
で
あ
れ
ば
学
校
備
品
が
利
用
で
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
教
育
目
的
（
つ

ま
り
授
業
）
で
使
用
す
る
こ
と
が
第

一
目
的
な
の
で
、
地
域
ク
ラ
ブ
が
使
用

す
る
に
は
新
た
な
制
度
設
計
が
必
要
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
吹
奏
楽
部
が

使
用
す
る
た
め
に
購
入
さ
れ
た
楽
器
は
、

吹
奏
楽
部
の
部
員
数
減
少
に
伴
っ
て
余

っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
廃
部
に
な
っ
た
野
球
部
が
使
っ
て

い
た
用
具
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
倉
庫
に
眠

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
う
し
た
授
業
で
も
使
わ
れ
て
い

な
い
用
具
を
地
域
と
シ
ェ
ア
し
て
い
く

方
が
い
い
は
ず
で
す
。
岡
山
市
表
町
に

あ
る
管
楽
器
店
が
楽
器
の
下
取
り
と
修

理
を
行
い
、
初
心
者
に
安
価
に
レ
ン
タ

ル
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

参
考
に
な
る
取
り
組
み
で
す
。

資
金
確
保
の
問
題
は
難
題
で
す
が
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
持
続

可
能
性
を
確
保
す
る
上
で
解
決
し
て
お

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
で
す
。
地

域
展
開
が
国
家
的
政
策
と
し
て
推
進
さ
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れ
て
い
る
現
在
、
国
か
ら
の
補
助
金
が

自
治
体
に
よ
る
事
業
推
進
の
原
資
に
な

っ
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
進
め
よ
う
と

す
る
自
治
体
が
独
自
予
算
を
組
む
こ
と

も
散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
行

政
は
も
れ
な
く
す
べ
て
単
年
度
予
算
で

あ
り
、
そ
の
内
に
予
算
配
分
は
小
さ
く

な
り
、
い
ず
れ
無
く
な
り
ま
す
。
も
し
、

そ
れ
ま
で
の
間
に
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
を
支
え
る
資
金
調
達
が
で
き

な
け
れ
ば
、
公
的
資
金
の
切
れ
目
が
活

動
の
切
れ
目
に
な
っ
て
し
ま
う
か
、
あ

る
い
は
そ
れ
ま
で
安
価
で
済
ん
で
い
た

受
益
者
負
担
額
を
一
気
に
上
げ
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
公
的
資

金
だ
け
に
頼
ら
な
い
で
活
動
を
継
続
さ

せ
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築

が
今
か
ら
必
要
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
構

築
と
関
連
し
ま
す
。

最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
を
指
導
す
る

上
で
必
要
な
情
報
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
地
域

に
足
り
な
い
と
い
う
情
報
的
資
源
の
問

題
で
す
。
学
校
は
子
ど
も
た
ち
の
あ
ら

ゆ
る
情
報
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
中
学
生
が
地
域

で
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を
し
始
め
た

果
た
し
て
そ
れ
が
最
も
正
し
い
選
択
で

し
ょ
う
か
。

共
働
き
世
帯
は
こ
れ
か
ら
も
増
え

て
い
き
ま
す
し
、
経
済
格
差
が
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
格
差
と
連
動
し
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
は
調
査
研
究
の
結
果

明
ら
か
で
す
。
公
教
育
制
度
の
一
環
と

し
て
公
的
資
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

き
た
部
活
動
が
一
転
、
地
域
の
活
動
に

な
っ
た
途
端
に
受
益
者
負
担
が
前
提
に

さ
れ
る
の
は
政
策
転
換
の
ギ
ャ
ッ
プ
と

し
て
は
大
き
す
ぎ
る
で
し
ょ
う
。
例
え

ば
、
子
ど
も
た
ち
の
移
動
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化

や
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

と
い
っ
た
新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

は
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
だ
け
で
な
く
高
齢
者
や
障
害
者
の

移
動
支
援
や
観
光
周
遊
の
促
進
等
に
も

役
立
つ
は
ず
で
す
。
外
部
資
金
を
調
達

し
て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の

家
計
負
担
率
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た

ら
、
子
育
て
世
代
が
暮
ら
し
続
け
た
い

ま
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
。

時
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
地
域
の
大

人
が
妥
当
な
声
か
け
や
支
援
・
指
導
が

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
と
は
言
え
、
子

ど
も
の
個
人
情
報
は
一
定
範
囲
内
で
保

護
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
地
域

ク
ラ
ブ
は
そ
の
範
囲
に
入
る
で
し
ょ
う

か
、
検
討
が
必
要
で
す
。
学
校
教
員
が

教
育
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

集
積
し
て
い
る
教
育
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
地
域
に
と
っ
て
資
産
に
な
る
は
ず
で

す
。
そ
れ
ら
を
少
し
ず
つ
地
域
の
大
人

た
ち
に
シ
ェ
ア
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
結
果
と
し
て
学
校
に
対
す
る
地

域
の
信
頼
は
向
上
し
、
地
域
に
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
と
地
域
の
教
育
力
の
向

上
が
同
時
に
進
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

（
２
）
地
域
活
動
上
の
壁
と
乗
り
越
え
方

地
域
展
開
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
地
域
ク
ラ

ブ
の
活
動
が
始
ま
る
と
ぶ
つ
か
る
壁

が
、
子
ど
も
た
ち
の
練
習
活
動
へ
の
移

動
と
活
動
コ
ス
ト
を
ど
れ
だ
け
家
庭
に

負
担
し
て
も
ら
う
か
、
と
い
う
問
題
で

す
。
保
護
者
に
よ
る
送
迎
と
受
益
者
負

担
に
頼
る
自
治
体
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

（
３
）
休
日
先
行
が
も
た
ら
す
壁
と
乗

り
越
え
方

国
が
勧
め
る
と
お
り
休
日
の
地
域
展

開
を
先
行
さ
せ
、
そ
の
実
現
に
漕
ぎ
つ

け
た
自
治
体
が
ぶ
つ
か
る
壁
が
、
残
存

し
て
い
る
平
日
の
部
活
動
と
の
整
合
性

確
保
の
問
題
と
、
平
日
の
地
域
展
開
と

い
う
さ
ら
に
高
い
壁
で
す
。
顧
問
教
員

や
部
活
動
指
導
員
に
よ
る
平
日
の
部
活

動
と
休
日
の
活
動
を
支
え
る
地
域
指
導

者
が
異
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
ち

ら
の
指
導
を
信
じ
れ
ば
い
い
の
か
分
か

ら
な
く
な
り
ま
す
。
休
日
は
試
合
が
入

る
こ
と
の
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
平

日
の
練
習
活
動
の
指
導
者
と
試
合
の
時

の
指
導
者
が
違
う
こ
と
に
は
、
指
導
者

に
と
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も

強
い
違
和
感
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ

を
解
消
す
る
た
め
に
休
日
の
活
動
を
顧

問
教
員
の
兼
職
兼
業
だ
け
に
頼
る
と
地

域
展
開
は
元
の
木
阿
弥
で
す
し
、
平
日

の
部
活
動
を
指
導
し
て
い
る
部
活
動
指

導
員
に
休
日
も
お
願
い
す
る
と
、
か
つ

て
の
学
校
教
員
へ
の
負
担
を
そ
の
人
に

肩
代
わ
り
さ
せ
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

ま
た
、
休
日
の
地
域
展
開
が
一
段
落
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し
た
後
、
平
日
放
課
後
（
夜
の
時
間
帯

も
含
む
）
も
地
域
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
し

て
い
こ
う
と
す
る
と
、
平
日
夜
の
子
ど

も
た
ち
の
移
動
問
題
、
平
日
で
も
参
加

し
て
く
れ
る
指
導
者
・
サ
ポ
ー
タ
ー
集

め
、
さ
ら
に
大
き
く
な
る
活
動
コ
ス
ト

や
施
設
・
用
具
の
確
保
や
準
備
の
コ
ス

ト
、
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
こ

な
か
っ
た
さ
ら
に
高
い
壁
に
ぶ
つ
か
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
休
日
の
地
域
展
開

の
延
長
線
上
に
平
日
の
活
動
が
あ
る
と

は
限
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
事

前
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
美
作
市
は
平
日

の
地
域
展
開
か
ら
着
手
す
る
と
決
め
ま

し
た
。
妥
当
な
判
断
だ
と
思
い
ま
す
。

（
４
）
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
構
築
の
壁
と

乗
り
越
え
方

さ
ら
に
地
域
展
開
が
進
み
、
一
定

数
の
地
域
ク
ラ
ブ
が
受
け
皿
と
し
て
活

動
し
て
く
れ
始
め
た
頃
に
気
付
く
壁
が
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
体
制
の
構
築
の
必
要
性
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
地
域
ク
ラ
ブ
は
各
自
で
メ
ン

バ
ー
と
指
導
者
を
集
め
、お
金
と
会
員
・

指
導
者
の
管
理
を
し
、
活
動
場
所
を
確

保
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
多
く
が
法
人

け
れ
ば
創
り
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

真
庭
市
で
は
す
で
に
、
文
化
活
動
に

つ
い
て
は
（
公
財
）
真
庭
エ
ス
パ
ス
文

化
振
興
財
団
が
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ

い
て
は
（
公
財
）
真
庭
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
組
織
に
な
っ
て
い

ま
す
。
和
気
町
や
美
咲
町
で
は
既
存
の

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（（
一

社
）
和
気
ク
ラ
ブ
と
（
一
社
）
美
咲
も

も
た
ろ
う
ク
ラ
ブ
）
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
機

能
を
担
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
地
域
展
開

が
事
前
か
つ
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
自
治
体
は
、
事
業
推
進
に
先
ん
じ
て

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
し
て
い
る
の

で
す
。

３　

さ
い
ご
に

　
　

～
壁
を
乗
り
越
え
る
の
は

誰
か
？
～

前
述
の
壁
は
、「
部
活
動
の
地
域
展

開
」
と
い
う
政
策
を
契
機
と
し
た
地
域

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
シ
ス
テ
ム
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
く
上
で

必
ず
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
地
域

の
課
題
で
す
。
で
は
、
そ
れ
ら
を
誰
が

格
を
持
た
ず
、
責
任
者
が
個
人
で
責
任

を
負
っ
て
い
た
の
が
実
情
で
す
。
地
域

展
開
を
自
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
拡
げ
る
チ

ャ
ン
ス
だ
と
捉
え
た
ク
ラ
ブ
が
自
治
体

の
事
業
推
進
を
待
た
ず
に
選
手
集
め
を

し
始
め
る
事
態
は
実
際
に
起
き
て
い
ま

す
。
地
域
展
開
を
公
平
か
つ
安
定
的
に

進
め
る
上
で
、
個
別
ク
ラ
ブ
の
自
助
努

力
と
責
任
に
委
ね
る
こ
と
は
リ
ス
ク
が

大
き
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
全
体
を

ガ
バ
ナ
ン
ス
す
る
体
制
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
人
的
資
源

の
確
保
、
物
的
資
源
の
効
率
的
な
活
用

の
た
め
の
調
整
、
公
的
資
金
以
外
の
外

部
資
金
の
調
達
と
財
務
管
理
、
会
員
や

指
導
者
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
情
報
や
指
導

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
と
共
有
と
い
っ
た
こ

と
を
個
別
ク
ラ
ブ
に
任
せ
ず
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
行
政
だ
け
に
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
依
存
し
て
き
た
地
域
で
は

ゼ
ロ
か
ら
生
み
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

既
存
の
市
町
村
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
そ
の

体
力
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
し
っ
か
り

し
た
経
営
力
の
あ
る
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
な

解
決
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
こ

と
で
す
か
ら
学
校
教
育
行
政
や
学
校
教

員
が
担
う
べ
き
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

行
政
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
部
局
の

職
員
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
今
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
を
支
え
て
い
る
人
た
ち
だ
け
で
20
年

後
も
支
え
ら
れ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
未
来
を
創
る
の
は
や
は
り
地
域

住
民
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に

関
わ
る
す
べ
て
の
人
た
ち
、
地
域
を
支

え
て
い
る
団
体
や
企
業
、
も
ち
ろ
ん
行

政
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
も
あ
り
ま
す
。

先
述
し
た
と
お
り
、
学
校
教
員
は
地
域

の
教
育
的
資
産
で
す
。
活
躍
し
て
も
ら

い
た
い
人
た
ち
は
多
様
で
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
地
域
展
開
と
い
う
政
策
と
事
業

を
行
政
で
抱
え
込
ま
ず
、
地
域
社
会
と

同
等
の
多
様
性
を
備
え
た
協
議
の
場
で
、

地
域
の
未
来
を
自
分
事
と
し
て
考
え
、

広
く
深
い
議
論
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
部
活
動
の

地
域
展
開
は
ま
ち
づ
く
り
な
の
で
す
。
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１　

は
じ
め
に　
　

こ
れ
ま
で
、
学
校
教
育
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
て
き
た
学
校
部
活
動
は
、
生

徒
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
等
に
親
し

む
機
会
を
確
保
し
、
達
成
感
の
獲
得
、

学
習
意
欲
の
向
上
や
責
任
感
、
連
帯
感

の
涵か
ん

養よ
う

等
に
資
す
る
と
と
も
に
、
自
主

性
の
育
成
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
、

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、「
急
激
な
少
子
化

の
進
行
」
と
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
の
推
進
」
と
い
う
２
つ
の
大
き
な

課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
将
来
的
に
子

ど
も
た
ち
に
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

芸
術
活
動
の
機
会
を
保
障
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

２　

国
の
部
活
動
改
革
の
動
き

令
和
５
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
部
活

動
改
革
に
関
す
る
「
改
革
推
進
期
間
」

（
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
）
が

終
わ
り
、
こ
の
期
間
、
国
の
実
証
事
業

に
参
加
す
る
市
町
村
が
増
加
す
る
と
と

も
に
、
市
町
村
や
関
係
団
体
等
の
創

意
工
夫
に
よ
り
、
多
様
な
地
域
ク
ラ
ブ

活
動
の
運
営
モ
デ
ル
が
形
成
さ
れ
、
指

導
者
の
確
保
を
は
じ
め
と
す
る
課
題
の

解
決
に
向
け
た
様
々
な
方
策
等
も
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
検
討
等
に
時
間
を
要

し
、
思
う
よ
う
に
改
革
が

進
め
ら
れ
て
い
な
い
市
町

村
も
あ
り
ま
す
。

令
和
７
年
５
月
に
示
さ

れ
た
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
芸
術
創
造
と
部
活
動

改
革
に
関
す
る
実
行
会

議
」
の
最
終
と
り
ま
と
め

を
受
け
、
国
で
は
、
令
和

８
年
度
か
ら
令
和
13
年
度

ま
で
の
６
年
間
を
新
た
に

「
改
革
実
行
期
間
」
と
位

置
づ
け
、
部
活
動
の
地
域

展
開
等
の
全
国
的
な
実
施

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

国
は
、
急
激
な
少
子
化
が
進
む
中
で

も
、将
来
に
わ
た
る
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
芸
術
活
動
の
機
会
の
確
保
・
充

実
等
を
図
る
た
め
、「
改
革
実
行
期
間
」

に
お
け
る
部
活
動
改
革
及
び
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
の
推
進
等
に
関
し
て
、
国
と
し

て
の
基
本
的
な
考
え
方
や
具
体
的
な
取

組
方
針
等
を
示
し
た
「
部
活
動
改
革
及

び
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
等
に
関
す

る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
令
和

７
年
12
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

説　　明①

部活動の地域展開の
現状と今後の取組

■ 県教育庁保健体育課
　 生涯学習課

部活動改革の全体像（イメージ）
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３　

本
県
で
の
こ
れ
ま
で
の
取
組

現
在
、
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
き
た
部
活
動
は
、
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
少
子
化
に
伴
う

生
徒
数
の
減
少
や
、
教
員
の
働
き
方
改

革
の
推
進
に
よ
り
、
単
独
校
で
の
活
動

維
持
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
従
来
の
運

営
形
態
で
は
持
続
が
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
岡
山
県
教
育
委
員
会（
以
下「
県

教
委
」
と
い
う
。）
で
は
、
国
の
動
向

に
合
わ
せ
、
令
和
３
年
度
か
ら
段
階
的

に
「
地
域
移
行
」
へ
の
取
組
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

県
教
委
に
お
け
る
取
組
は
、
国
の
委

託
事
業
が
開
始
さ
れ
た
令
和
３
年
度
に

遡
り
ま
す
。
令
和
３
年
度
か
ら
４
年
度

の
２
年
間
は
「
地
域
移
行
推
進
事
業
」

と
し
て
、
県
内
３
市
町
（
赤
磐
市
、
高

梁
市
、
早
島
町
）
に
お
い
て
実
践
研
究

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
期
間
、
地
域

移
行
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
派
遣

し
、
休
日
の
部
活
動
を
段
階
的
に
地
域

へ
移
行
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
に
注
力

し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
運
営

母
体
の
立
ち
上
げ
や
外
部
指
導
者
の
派

遣
体
制
が
構
築
さ
れ
、
教
員
の
超
過
勤

務
時
間
の
縮
減
と
い
っ
た
目
に
見
え
る

効
果
が
現
れ
ま
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、

指
導
者
の
確
保
、
活
動
場
所
の
調
整
、

費
用
負
担
の
在
り
方
と
い
っ
た
、
地
域

移
行
を
進
め
る
上
で
避
け
て
通
れ
な
い

具
体
的
な
課
題
も
浮
き
彫
り
と
な
り
ま

し
た
。

国
は
、
令
和
４
年
12
月
、「
学
校
部

活
動
及
び
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の

在
り
方
等
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
令
和
５
年
度

か
ら
７
年
度
ま
で
を
「
改
革
推

進
期
間
」
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、県
教
委
で
は「
ま

ず
は
休
日
の
部
活
動
を
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
段
階
的
に
」
と
い

う
合
い
言
葉
で
、
取
組
を
加
速

さ
せ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
で
は
、
令
和

４
年
度
ま
で
の
実
践
研
究
で
明

確
に
な
っ
た
課
題
に
対
し
、
モ

デ
ル
４
市
町
（
玉
野
市
、
備
前

市
、
和
気
町
、
早
島
町
）
に
お

い
て
実
証
事
業
を
展
開
し
ま
し

た
。
ま
た
、
専
門
的
な
知
見
か

ら
助
言
を
行
う
「
地
域
移
行
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
市
町
村

へ
派
遣
す
る
制
度
を
整
え
ま
し

た
。
令
和
５
年
度
の
大
き
な
成

果
は
、
既
存
の
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
と
の
連
携
に

よ
り
、
具
体
的
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の

イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
で
き
た
市
町
村
が

現
れ
た
こ
と
で
す
。
一
方
で
、
地
域
や

学
校
の
規
模
、
伝
統
的
な
部
活
動
へ
の

意
識
の
違
い
な
ど
に
よ
り
、
取
組
の
進

捗
に
差
が
生
じ
る
と
い
う
実
情
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、「
は
じ
め
の
一
歩

を
踏
み
出
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

ま
し
た
。
移
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

た
め
に
は
、
ま
ず
「
ど
の
中
学
校
に
ど

の
部
が
あ
り
、
地
域
に
は
ど
の
よ
う
な

受
け
皿（
ク
ラ
ブ
等
）が
あ
る
の
か
」
と

い
う
リ
ソ
ー
ス
の
把
握
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
を
周
知
し
ま
し
た
。
こ
の
把
握

に
よ
り
、
学
校
と
地
域
を
繋
ぐ
具
体
的

な
設
計
図
が
描
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

実
証
事
業
は
７
市
町
（
玉
野
市
、
総

社
市
、
高
梁
市
、
備
前
市
、
真
庭
市
、

浅
口
市
、
和
気
町
）
へ
と
拡
大
し
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
回
数
も
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
町
村
の
意
識

の
高
ま
り
の
証
拠
で
も
あ
り
ま
す
。
特

筆
す
べ
き
は
、
県
立
中
学
校
に
お
け
る

先
駆
的
な
取
組
で
す
。
県
立
岡
山
操
山

中
学
校
で
は
、
県
教
育
庁
保
健
体
育
課

の
担
当
者
が
自
ら
指
導
者
と
な
り
、
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
の
体
験
会
を

開
催
し
ま
し
た
。「
楽
し
く
取
り
組
む
」

こ
と
を
優
先
し
た
活
動
は
、
生
徒
や
保

護
者
か
ら
も
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ

ま
し
た
。
一
方
で
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

へ
の
移
行
の
活
動
が
停
滞
し
て
し
ま
っ

た
事
例
も
あ
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
継
続

的
な
支
援
と
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
「
総
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
の
必
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ

ま
し
た
。

４ 県教委の地域クラブ活動への移行に向けての考え方
地域のリソースの把握

活動場所のリソース

団体・指導者のリソース

まずは地域クラブ活動をはじめてみる

地域クラブ
活動
開始

【指導者】
○だれが指導するのか
○だれと一緒に活動するか
・地域クラブ指導者や
兼職兼業の許可を得た
教職員

・新たな指導者の発掘 等

【活動場所】
○どこで活動を行うのか
・学校施設
・社会体育施設
・公共施設 等

・経費 ・移動手段 ・危機管理 ・指導者の質の確保 ・多世代での取組
・経済的困窮世帯への支援 ・市町村を超えた取組 ・動画コンテンツの活用
・不登校や障害のある子供の地域の学びの場としての役割
・企業版ふるさと納税等を含む民間資金の活用 等

発

見

対

応
活動しながら対応

競技
団体

文化
団体

大学

スポーツ
少年団総合型

地域SC

教員の
兼職兼業

企業
住民

Ａ中学校

剣道部

バレー
ボール
部

吹奏楽部

サッカー
部

学校部活動の現状

科学部

卓球部

地域の実情に応じた課題を解決

県教委の地域クラブ活動への移行に向けての考え
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令
和
７
年
度
は
、
改
革
推
進
期
間
の

最
終
年
度
と
し
て
、「
設
置
さ
れ
て
い

る
学
校
部
活
動
の
休
日
の
地
域
ク
ラ
ブ

化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
設
定
し
ま
し
た
。

単
な
る
活
動
場
所
の
提
供
に
留
ま
ら
ず
、

既
存
の
部
活
動
の
一
部
、
あ
る
い
は
全

部
を
休
日
に
限
っ
て
地
域
ク
ラ
ブ
へ
と

切
り
替
え
て
い
く
実
践
を
求
め
ま
し
た
。

例
え
ば
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
あ
る
学
校

に
お
い
て
、
地
域
に
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

が
存
在
す
る
場
合
、
休
日
の
活
動
は
そ

の
ク
ラ
ブ
で
行
う
と
い
う
形
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
リ
ソ
ー
ス
把
握
を
継
続

し
つ
つ
、
受
け
皿
と
な
る
団
体
の
新
規

創
出
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
指
導
者
の
配
置
、
安
全
性
の
確

保
、
保
険
、
そ
し
て
受
益
者
負
担
を
含

め
た
費
用
検
討
な
ど
、
具
体
的
か
つ
現

実
的
な
運
営
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し

ま
し
た
。
成
果
と
し
て
は
、「
運
営
主

体
の
明
確
化
」
が
な
さ
れ
て
い
る
市
町

村
に
お
い
て
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
受

け
皿
整
備
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
成
果

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、「
指
導

者
の
不
足
」
な
ど
、
依
然
と
し
て
解
決

す
べ
き
課
題
も
多
く
残
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
12
月
に
国
が
策
定
し
た

「
部
活
動
改
革
及
び
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

の
推
進
等
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
受
け
、
本
県
に
お
い
て
も
、

県
環
境
文
化
部
と
緊
密
に
連
携
し
、
令

和
８
年
４
月
、「
岡
山
県
部
活
動
改
革

及
び
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
等
に
関

す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
10
年
度
の
改
革
実
行
期
間「
前
期
」

に
お
い
て
は
、
現
在
ま
だ
着
手
で
き
て

い
な
い
市
町
村
も
含
め
、
す
べ
て
の
市

町
村
で
確
実
に
休
日
の
地
域
展
開
を
開

始
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
令
和
10
年
度
か
ら
13
年
度
の
「
後

期
」
に
は
、
原
則
と
し
て
、
す
べ
て

の
学
校
部
活
動
で
地
域
展
開
の
実
現
を

目
指
す
と
い
う
目
標
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
「
認
定

県教委が考える期間別の課題

学校部活動指導資料

岡山県部活動改革及び地域クラブ
活動の推進等に関する総合的なガ
イドライン～子どもたちのスポー
ツ・文化芸術活動の充実に向けて～

出典：「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン」
の概要（文部科学省）
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部活動改革及び地域クラブ活動の推進 ～子どもたちのスポーツ・文化芸術活動の充実に向けて～特 集

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
」
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
公
的
支
援
の
対
象
を
明
確
化
し
、

活
動
の
質
と
安
全
性
を
担
保
す
る
仕
組

み
が
整
え
ら
れ
る
予
定
で
す
。

県
教
委
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
市

町
村
や
関
係
団
体
と
手
を
携
え
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
、
地
域

全
体
で
支
え
る
新
し
い
活
動
の
形
を
追

求
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
の

事
例
集
な
ど
も
積
極
的
に
活
用
し
、
各

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
「
最
適
解
」
を

見
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
放
課
後

や
休
日
の
実
現
に
向
け
、
地
域
展
開
の

取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４　

今
後
の
取
組

こ
の
改
革
は
、
少
子
化
や
教
員
の

働
き
方
改
革
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
す

る
中
で
、
学
校
単
位
の
枠
組
み
を
超

え
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む

体
制
へ
と
転
換
を
目
指
す
大
き
な
挑
戦

で
す
。
県
教
委
が
目
指
す
の
は
、
20
年
、

30
年
後
を
見
据
え
た
「
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
望
ま
し
い
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸

術
環
境
の
実
現
」
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
活
動
を
学
校
主
体
か
ら
地
域
主
体

へ
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て
多
様
な
活
動
に

親
し
め
る
環
境
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

の
大
き
な
変
革
を
支
え
る
た
め
、
県
で

は
「
両
輪
」
の
支
援
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
県
環
境
文
化
部
は

認
定
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
活
動

費
支
援
や
経
済
的
困
窮
世
帯

へ
の
助
成
な
ど
、
財
政
面
で

の
支
援
を
強
化
し
、
県
教
委

で
は
、
実
証
事
業
で
得
ら
れ

た
好
事
例
の
展
開
や
、
退
職

教
員
の
参
画
促
進
な
ど
指
導

者
の
確
保
を
担
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
地
域
の
実
情
は
様
々

で
す
。
不
明
な
点
、
疑
問
点
、

進
捗
状
況
も
地
域
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
県
教
委
と
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
地
域

展
開
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
部
活
動

の
地
域
展
開
は
、
今
、
私
た

ち
が
一
歩
を
踏
み
出
さ
な
け

れ
ば
、
将
来
の
子
ど
も
た
ち

の
活
動
機
会
が
失
わ
れ
て
し

ま
う
切
実
な
問
題
で
す
。
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望
ま
し
い
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
芸
術
環
境
の
実
現
に
向
け

て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

指導者確保の取組
・部活動指導員や退職教員にクラブの指導者

としての参画を促進

【地域クラブ活動の推進】

○課題の共有・
好事例の発信

○認定地域クラブ
活動への支援

○指導者の確保・
資質向上

○県内地域クラブ
活動の情報提供

指導者研修会の開催
・認定地域クラブ活動指導者等に向けた研修

連絡会の開催（県教委と連携）
・実証事業で得たノウハウや既存のクラブを活用

した取組等の好事例を周知及び情報共有

認定地域クラブの活動費等支援
・休日の地域クラブ活動の活動費等の支援
・経済的困窮世帯の生徒への支援
・推進体制の整備等
・平日も含めた地域展開等の実証事業の実施

指導主事派遣
・必要に応じて、指導主事を市町村へ派遣し、

助言等を行う。

令和８年４月「岡山県部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン」策定

【令和８年度の取組及び役割】

【地域展開への支援】

○市町村へ好事例の発信

○指導者の確保

○県立中学校等への対応

県教育委員会による市町村及び県立中学校等への支援及び取組

県環境文化部による市町村等への支援及び取組

・情報ポータルサイト「おかやまスポーツナビ」
を通じた地域クラブ活動の情報提供

原
則
、
改
革
実
行
期
間
内
で
休
日
の
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
完
了
の
実
現
を
目
指
す

方向性の検討・協議、地域クラブの情報収集及び
情報提供
・ロードマップの見直し
・地域クラブの情報を提供

県教委が考える期間別の課題

令和６年度
地域スポーツ活動整備事業
事例集
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１　

策
定
の
経
緯

岡
山
県
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
５

年
３
月
に
「
岡
山
県
学
校
部
活
動
の
在

り
方
に
関
す
る
方
針
」
を
策
定
し
、
令

和
５
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
、
国
の
委

託
制
度
を
活
用
し
、
学
校
部
活
動
の
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
展
開
に
向
け
た
実

証
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

の
間
、
地
域
展
開
等
に
取
り
組
む
市
町

村
が
着
実
に
増
加
し
、人
材
バ
ン
ク「
お

か
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
ナ
ビ
」
の
運
用
や
合

同
連
絡
会
等
を
通
じ
た
好
事
例
の
共
有
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な
ど
に
よ
り
、
各

市
町
村
に
お
け
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の

受
入
体
制
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
こ
う
し
た
取
組
に
は
一
定
の

成
果
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
県
全
体
で

見
る
と
、「
運
営
主
体
の
未
確
立
」「
指

導
者
不
足
」「
地
域
に
よ
る
取
組
の
温

度
差
」
な
ど
依
然
、
課
題
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
動
き
の
中
、
国
が
全
国
的

な
指
針
と
な
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
、
令
和
７
年
12
月
に
令
和

８
年
度
か
ら
13
年
度
ま
で
の
６
年
間
を

「
改
革
実
行
期
間
」
と
位
置
づ
け
た
こ

と
を
受
け
、
本
県
に
お
い
て
も
、
生
徒

が
将
来
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸

術
活
動
に
親
し
め
る
機
会
を
確
保
・
充

実
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
取
組
指
針
と

し
て
、「
岡
山
県
部
活
動
改
革
及
び
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
等
に
関
す
る
総

合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
、「
本

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。）
を
策
定

し
ま
し
た
。

２　

推
進
体
制
・
認
定
制
度
の
構
築

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
「
Ⅰ
章
か
ら

Ⅲ
章
」
で
は
、
急
激
な
少
子
化
が
進
む

中
で
も
持
続
可
能
な
活
動
機
会
を
確
保

す
る
た
め
、
令
和
８
年
度
か
ら
13
年
度

を
「
改
革
実
行
期
間
」
と
し
、
原
則
休

日
の
地
域
展
開
を
実
現
す
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、

部
活
動
の
意
義
を
継
承
し
つ
つ
、
新
た

な
価
値
を
創
出
で
き
る
よ
う
、
市
町
村

が
運
営
団
体
を
審
査
・
認
定
す
る
制
度

を
運
用
し
、
質
の
担
保
と
公
的
支
援
を

両
立
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
展
開
の

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校
・
民
間
・

大
学
が
協
働
し
て
指
導
者
や
場
所
を
確

保
し
、
障
害
の
有
無
を
問
わ
ず
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
包
括
的
な
体
制

整
備
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

３　

学
校
部
活
動
の
在
り
方
・
関
連

制
度

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
「
Ⅳ
章
か
ら
Ⅵ

章
」
で
は
、
学
校
部
活
動
の
在
り
方
な

ど
を
示
し
て
い
ま
す
。
学
校
部
活
動
で

は
、
適
切
な
活
動
時
間
（
中
学
校
週
11

時
間
程
度
、
高
校
週
16
時
間
程
度
）
や

休
養
日
の
設
定
を
徹
底
し
、
不
適
切
指

導
の
根
絶
や
熱
中
症
対
策
な
ど
安
全

で
効
率
的
な
運
営
を
図
る
こ
と
や
、
大

会
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
は
、
地
域

ク
ラ
ブ
の
参
加
機
会
を
保
障
す
る
た
め

に
規
程
を
見
直
す
こ
と
、
引
率
等
の
教

員
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
教
員
の
兼
職
兼
業
の
手

続
の
円
滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、
高
校

入
試
に
お
い
て
学
校
部
活
動
と
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
評
価
の
差
異
を
な

く
し
、
生
徒
の
意
欲
や
個
性
を
多
面
的

に
評
価
す
る
公
平
な
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

４　

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
対
象

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
本
県
公
立
の

中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
中
学
部
の

生
徒
の
活
動
を
主
な
対
象
と
し
、国
立
・

私
立
の
中
学
校
等
や
高
等
学
校
の
学
校

部
活
動
に
お
い
て
も
、
準
拠
す
る
の
が

望
ま
し
い
と
す
る
も
の
で
す
。

５　

お
わ
り
に

県
教
育
委
員
会
で
は
、
本
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
改
訂
し
た
「
学
校
部
活

動
指
導
資
料
」
も
活
用
し
な
が
ら
、
学

校
部
活
動
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
指

導
を
行
う
と
と
も
に
、
環
境
文
化
部
と

連
携
し
、
実
証
事
業
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ

や
既
存
ク
ラ
ブ
を
活
用
し
た
取
組
等
の

好
事
例
を
周
知
・
情
報
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

説　　明②

岡山県部活動改革及び地域クラブ活動の
推進等に関する総合的なガイドライン
～子どもたちのスポーツ・文化芸術活動の充実に向けて～

■ 県教育庁保健体育課
　 生涯学習課
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部活動改革及び地域クラブ活動の推進 ～子どもたちのスポーツ・文化芸術活動の充実に向けて～

１　

は
じ
め
に

令
和
４
年
、（
公
財
）
日
本
中
学
校

体
育
連
盟
か
ら
「
全
国
中
学
校
体
育
大

会
へ
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
参
加

資
格
の
特
例
に
つ
い
て
」
及
び
「
令
和

５
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会
に
お
け

る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
大
会
参
加

に
対
す
る
各
競
技
部
の
方
向
性
に
つ
い

て
（
確
定
・
訂
正
）」
が
示
さ
れ
、
全

競
技
に
お
い
て
令
和
５
年
度
か
ら
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
の
大
会
参
加
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
連
盟
に

お
い
て
も
制
度
開
始
か
ら
４
年
が
経
過

し
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
団
体
の
登
録
数

お
よ
び
登
録
生
徒
数
は
毎
年
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、「
部
活
動
改
革
及

び
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
等
に
関
す

る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
令
和

７
年
12
月　

文
部
科
学
省
）
が
発
出
さ

れ
、
国
が
示
す
要
件
等
に
基
づ
き
、
市

区
町
村
等
が
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
認
定

制
度
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
会

参
加
の
在
り
方
が
大
き
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
。

２　
岡
山
県
に
お
け
る
運
動
部
活
動
の

現
状
と
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
参
加

岡
山
県
中
学
校
体
育
連
盟
調
査
研
究

部
で
は
、
加
盟
中
学
校
の
運
動
部
活
動

に
関
す
る
実
態
調
査
を
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
（
表
）。

過
去
５
年
間
の
調
査
で
は
、
中
学
生

の
部
活
動
加
入
率
は
令
和
３
年
か
ら
令

和
７
年
ま
で
の
５
年
間
で
約
５
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
て
お
り
、
県
内
大
会
に
お
け

る
合
同
チ
ー
ム
の
編
成
数
も
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
急
激
な
少
子
化
が
進
む

中
で
も
、
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
的
・

持
続
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
環
境
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
大
会
参

加
に
向
け
て
は
、
令
和
８
年
２
月
の
団

体
登
録
申
請
、
４
月
の
参
加
選
手
登
録

と
、
限
ら
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で

関
係
各
位
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
会
運
営
に

つ
き
ま
し
て
も
、
学
校
・
中
体
連
・
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
者
の
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
、
円
滑
な
運
営
を
行
う
こ

と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

３　

今
後
の
大
会
の
在
り
方

令
和
８
年
度
か
ら
は
「
改
革
実
行
期

間
」
が
始
ま
り
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
い
た
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
す

る
認
定
制
度
が
開
始
さ
れ
、
認
定
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
制
度
の
本
格
的
な
運
用
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
県
内
市
町
村
行
政
の

担
当
者
の
方
々
か
ら
も
制
度
の
詳
細
や

大
会
参
加
の
条
件
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
が
増
え
て
お
り
、
本
連
盟
と
し
て

も
丁
寧
な
情
報
提
供
と
連
携
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

合
同
チ
ー
ム
規
程
や
引
率
細
則
に
つ

き
ま
し
て
も
令
和
５
年
度
よ
り
改
定
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
拠
点
校
部
活

動
の
大
会
参
加
も
導
入
さ
れ
、
大
会
参

加
を
め
ぐ
る
諸
条
件
も
変
化
し
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
一
つ
一
つ
の
課
題
を

丁
寧
に
整
理
・
解
決
し
な
が
ら
、
す
べ

て
の
中
学
生
が
継
続
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
こ
と
の
で
き
る
機
会
を
確
保
し
、

中
学
生
に
と
っ
て
意
義
深
い
大
会
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

説　　明③

岡山県中学校体育連盟が
主催する大会の在り方に
ついて

■ 岡山県中学校体育連盟

年　度 部活動加入率

令和３年 61.8%

令和４年 60.1%

令和５年 57.8%

令和６年 58.2%

令和７年 56.8%

表　中学生の部活動加入率
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１　

は
じ
め
に

総
社
市
で
は
、
学
校
部
活
動
の
地

域
展
開
等
に
関
し
て
、
令
和
４
年
度
に

準
備
委
員
会
を
設
置
し
、
同
年
11
月
に

中
学
生
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
「
そ
う

じ
ゃ
子
ど
も
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
の
生
徒
の
「
今
の
部
活
動
の
メ

ン
バ
ー
で
活
動
し
た
い
」
と
い
っ
た
意

向
を
取
り
入
れ
て
、
現
在
の
学
校
部
活

動
と
可
能
な
限
り
、
同
じ
時
間
、
同
じ

活
動
場
所
、
同
じ
仲
間
で
行
う
、「
ブ

カ
ツ
ラ
イ
ク
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
」
と

い
う
本
市
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

２　

令
和
７
年
度
ま
で
の
取
組

○
推
進
協
議
会
の
実
施

令
和
５
年
度
か
ら
、
市
長
を
会
長
と

し
、
学
校
、
地
域
の
関
係
者
、
有
識
者

等
の
委
員
で
構
成
す
る
「
総
社
市
部
活

動
地
域
移
行
推
進
協
議
会
」（
現
在
は

「
総
社
市
部
活
動
改
革
推
進
協
議
会
」）

を
設
置
し
、
方
針
や
課
題
に
つ
い
て
情

報
共
有
や
意
見
交
換
を
重
ね
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、「
持
続
可
能
な
運
営
体
制

の
構
築
」
を
協
議
題
と
し
て
、
運
営
体

制
の
整
備
や
予
算
、
令
和
８
年
度
以
降

の
推
進
計
画
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま

し
た
。

○
指
導
者
の
確
保
と
育
成

本
市
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
独

自
の
「
総
社
市
地
域
部
活
動
指
導
者
名

簿
登
録
制
度
」
で
地
域
の
指
導
者
の
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
末

に
は
、
名
簿
登
録
者
が
１
１
４
名
、
そ

の
う
ち
82
名
の
方
を
地
域
ク
ラ
ブ
や
学

校
部
活
動
に
派
遣
し
、
地
域
連
携
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
地
域
ク
ラ
ブ
の
指
導

者
に
は
、
指
導
を
希
望
す
る
市
内
外
の

学
校
へ
勤
務
す
る
教
職
員
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
指
導
者
育
成
の
た
め
、

連
携
協
定
を
結
ぶ
団
体
か
ら
講
師
を
招

き
、
本
市
独
自
の
指
導
者
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

○
地
域
ク
ラ
ブ
の
実
施

令
和
５
年
度
か
ら
、
指
導
者
の
確
保

や
参
加
す
る
生
徒
、
保
護
者
の
理
解
が

得
ら
れ
る
な
ど
の
条
件
が
整
っ
た
種
目

に
つ
い
て
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
展
開

を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
末
ま

で
に
、
総
社
中
学
校
と
昭
和
五
つ
星
学

園
義
務
教
育
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
を
移
行
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｗ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
５
つ
の
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
が
実
施
で
き
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
で
は
、
地
域
ク
ラ
ブ
と
し

て
中
体
連
主
催
の
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
活
動
に
参
加
し
て
い
る
生
徒
か
ら
、

「
専
門
的
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
て
よ
い
」
な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
で
多
く

の
肯
定
的
な
意
見
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

地
域
ク
ラ
ブ
の
実
施
に
向
け
、
移
動
手

段
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
小
規

模
校
で
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
の
た

め
、
貸
切
バ
ス
を
運
行
す
る
な
ど
、
小

規
模
校
の
生
徒
の
活
動
機
会
を
維
持
し

た
い
と
い
う
市
長
の
強
い
思
い
も
あ
り
、

着
実
に
地
域
展
開
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
拠
点
校
部
活

動
を
起
点
と
し
て
、
大
規
模
校
の
設
置

種
目
も
地
域
展
開
す
る
こ
と
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

３　

お
わ
り
に

令
和
８
年
４
月
に
「
総
社
市
部
活

動
改
革
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
活
動
環
境
の
急
激
な
変
化

を
和
ら
げ
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
地
域
展

開
を
図
る
た
め
に
、
令
和
８
年
度
か
ら

令
和
13
年
度
ま
で
を
２
年
ご
と
の
フ
ェ

ー
ズ
に
分
け
評
価
・
検
証
し
な
が
ら
進

め
、
こ
ど
も
た
ち
が
継
続
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
活
動
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

事例紹介①

こどもを中心に据えた
部活動の地域展開
～「ブカツライクな地域クラブ活動」

を目指して～
■ 総社市教育委員会
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部活動改革及び地域クラブ活動の推進 ～子どもたちのスポーツ・文化芸術活動の充実に向けて～

１　

は
じ
め
に

真
庭
市
に
は
、
６
つ
の
中
学
校
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て

も
少
子
化
が
進
み
、
単
独
校
で
の
部
活

動
の
維
持
が
困
難
と
な
る
事
例
や
、
部

員
の
確
保
が
で
き
ず
廃
部
に
な
る
部
活

動
も
あ
り
、
そ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、

部
活
動
の
地
域
展
開
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
は
、
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
指
導
者
を
部
活

動
指
導
員
と
し
て
活
用
す
る
モ
デ
ル
事

業
と
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
２
種
目
の
実

証
事
業
を
実
施
。
令
和
７
年
度
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
全
種
目

と
吹
奏
楽
を
対
象
と
し
た

実
証
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。実

証
事
業
は
、
ス
ポ
ー

ツ
分
野
で
は
２
団
体
、
文

化
分
野
で
は
１
団
体
に
運

営
を
委
託
し
て
実
施
し
ま

し
た
。
実
施
回
数
は
種
目

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、

月
１
～
２
回
程
度
実
施

し
、
対
象
種
目
に
つ
い
て

は
、
実
証
事
業
の
実
施
日

に
は
全
て
の
中
学
校
で
部

活
動
を
行
わ
な
い
こ
と
と

し
ま
し
た
。

２　

教
育
委
員
会
主
体
か
ら

　

市
長
部
局
主
体
へ

令
和
８
年
度
か
ら
休
日
の
部
活
動

を
実
施
し
な
い
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
真
庭
市
教
育
委
員
会
で
は
、

令
和
５
年
度
に
「
真
庭
市
学
校
部
活
動

の
地
域
連
携
に
関
す
る
検
討
会
議
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
事
務
局
に
は
教
育
委

員
会
に
加
え
、
市
長
部
局
の
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
担
当
部
署
も
参
画
し
、
令
和

６
年
度
ま
で
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
学
校
と
連
携
を
図
っ
た
活

動
で
あ
る
こ
と
等
を
要
件
と
す
る
「
真

庭
市
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
す
る
方

針
」
の
策
定
や
「
地
域
ク
ラ
ブ
の
認
定

制
度
」、「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
人
材
バ
ン

ク
」
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
７

年
度
か
ら
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
を
主
軸
と
す
る
観
点
か
ら
、
市

長
部
局
が
主
体
と
な
り
、「
真
庭
市
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
協
議
会
」
を
設
置

し
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

３　

お
わ
り
に

令
和
８
年
度
か
ら
、
実
証
事
業
を

実
施
し
た
団
体
が
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
を

立
ち
上
げ
、
本
格
的
に
活
動
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
事
業
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
様
々
な
課
題
が
生
じ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
が
、
学
校
と
地
域
が
連

携
し
、
認
定
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
を
継
続

的
か
つ
安
定
的
に
運
営
で
き
る
体
制
の

構
築
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
認
定
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
だ
け
で

な
く
、
多
様
な
活
動
と
の
連
携
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、

こ
ど
も
た
ち
が
活
動
で
き
る
場
の
充
実

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事例紹介②

真庭市における部活動の
地域展開の推進について

■ 真庭市生活環境部
　 スポーツ・文化振興課

実証事業の卓球の様子
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地
域
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
が
密
に
な
り
、

生
徒
は
学
校
・
地
域
を
問
わ
ず
、
同
じ

指
導
者
か
ら
一
貫
し
た
専
門
的
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

一
部
の
部
活
動
で
は
、
こ
の
指
導
体

制
の
も
と
で
県
大
会
優
勝
を
果
た
す
な

ど
の
成
果
も
現
れ
て
お
り
、
指
導
者
と

生
徒
の
間
に
強
固
な
信
頼
関
係
が
醸
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
「
人
的
な

繋つ
な

が
り
の
土
台
」
を
数
年
か
け
て
着
実

に
築
い
て
き
た
こ
と
が
、
令
和
８
年
度

か
ら
の
休
日
部
活
動
の
地
域
展
開
（
地

域
移
行
）
へ
と
円
滑
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。和

気
町
は
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た

ち
が
地
域
で
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、持
続
可
能
な
「
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
芸
術
環
境
の
構
築
」
を
町
一
丸
と

な
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

も
拡
充
し
ま
し
た
。
ま
た
、
近
隣
の
体

育
系
大
学
と
連
携
し
た
「
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
開
催
や
、
初
心

者
で
も
安
心
し
て
始
め
ら
れ
る
コ
ー
ス

の
設
置
な
ど
、
子
ど
も
の
技
能
や
興
味

に
合
わ
せ
た
多
様
な
活
動
の
場
を
創
出

し
て
い
ま
す
。

２　
教
育
委
員
会
と
町
長
部
局
が
一
体

と
な
っ
た「
全
町
的
な
推
進
体
制
」　

本
取
組
の
大
き
な
柱
は
、
教
育
委
員

会
の
み
な
ら
ず
、
町
長
部
局
も
巻
き
込

ん
だ
「
部
局
横
断
的
な
体
制
」
を
構
築

し
た
こ
と
で
す
。
検
討
委
員
会
に
は
総

務
課
・
ま
ち
経
営
課
（
移
住
推
進
室
）

の
所
属
長
も
加
わ
り
、
部
活
動
改
革
を

単
な
る
学
校
課
題
で
は
な
く
、「
ま
ち

１　

少
子
化
を
乗
り
越
え
、
多
様
な

選
択
肢
を
保
障
す
る
受
け
皿
整
備

和
気
町
は
、
少
子
化
に
よ
り
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
中
学
校
部
活
動
の
受
け
皿

と
し
て
、「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
和

気
ク
ラ
ブ
」
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
単
な
る
競
技
継
続
の
場
に
留
ま

ら
ず
、
中
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多

様
な
環
境
を
整
備
し
て
い
る
点
が
本
町

の
強
み
で
す
。

具
体
的
に
は
、
陸
上
競
技
や
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
等
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
だ
け
で
な
く
、
吹
奏
楽
、
和
太

鼓
と
い
っ
た
文
化
芸
術
分
野
の
受
け
皿

づ
く
り
の
視
点
」
で
捉
え
て
い
ま
す
。

こ
の
連
携
に
よ
り
、
休
日
活
動
に
お
け

る
移
動
手
段
の
確
保
に
向
け
た
検
討
や
、

移
住
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
指
導

者
の
発
掘
と
い
っ
た
諸
課
題
に
、
行
政

組
織
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
理
解

と
協
力
も
得
ら
れ
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。

３　
指
導
者
の
橋
渡
し
が
導
く
、
令
和

８
年
度
か
ら
の
円
滑
な
地
域
展
開

令
和
５
年
度
か
ら
、地
域
ク
ラ
ブ（
和

気
ク
ラ
ブ
）
指
導
者
を
「
部
活
動
指
導

員
」
と
し
て
学
校
へ
配
置
す
る
取
組
を

始
め
た
こ
と
に
よ
り
、
学
校
部
活
動
と

事例紹介③

町全体で構築する、中学生の
多様なスポーツ・文化芸術環境
～総合型地域スポーツ和気クラブを
核とした「新たなまちづくり」への挑戦～

■ 和気町教育委員会

部活動の地域展開等に向けた検討委員会

←令和８年度からの
　部活動地域展開説明動画
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７月のテーマ：「部活動の地域展開について」

私
は
、
現
在
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
立

場
と
し
て
、
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
立
場
上
、
様
々
な
会
議
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
、

家
庭
や
友
達
、
地
域
の
大
人
と
の
関
わ

り
は
年
々
減
少
し
て
い
る
と
い
う
声
を

聴
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
地
域
の
企
業

や
大
学
と
連
携
し
、
資
金
支
援
に
加
え
、

人
材
の
交
流
や
育
成
な
ど
、
地
域
と
子

ど
も
が
つ
な
が
る
機
会
を
意
図
的
に
生

み
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
に
は
子
ど
も

が
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
子
ど

も
が
「
選
べ
る
」「
任
さ
れ
る
」「
関
わ

れ
る
」
と
い
う
三
つ
の
要
素
を
大
切
に

し
た
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
令
和
５
年
度
か
ら
、
総

社
市
の
学
校
部
活
動
地
域
移
行
推
進
協

議
会
（
現
在
の
部
活
動
改
革
推
進
協
議

会
）
の
委
員
と
し
て
会
議
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
は
、

少
子
化
や
教
員
の
負
担
軽
減
に
対
応
す

る
大
切
な
取
組
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
協
議
会
で
は
、
取
組
を
継
続
的
に

進
め
て
い
く
た
め
に
、
中
学
生
と
い
う

年
代
だ
け
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
子

ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を

通
じ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
視
点

が
重
要
だ
と
伝
え
て
い
く
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
先
に
述
べ
た
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
取
組
は
ス
ポ

ー
ツ
振
興
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
「
ま

ち
づ
く
り
」
の
活
動
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
、
こ
う
し
た
活
動
の
積
み
重
ね
を

通
じ
て
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て

る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
役
割
を
考
え
、「
ま

ち
づ
く
り
」
の
視
点
を
も
っ
て
部
活
動

の
地
域
展
開
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
総
社
市
部
活
動
改
革
推
進
協
議
会　委

員
）

真
庭
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

中
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
に
伴
い
、

子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
が
「
部

活
動
の
代
わ
り
」
で
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
の
新
た
な
成
長
や
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
生
み
出
す
場
に
な
っ
て
お
り
、

活
動
に
関
わ
る
人
た
ち
か
ら
の
声
を
紹

介
し
ま
す
。

子
ど
も
の
声

「
自
分
が
や
り
た
か
っ
た
種
目
を
続

［
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
運
営
団
体
の
立
場
か
ら
］

松
下 

誠

地
域
で
支
え
る
子
ど
も

た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境

［
地
域
の
方
か
ら
］

三
宅 

厚
自

ま
ち
づ
く
り
と
い
う

視
点
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な
が
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
が
学
校
だ
け
で
は
得

ら
れ
な
い
学
び
や
経
験
の
場
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

目
指
す
姿

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
多
く
の
地
域

人
材
の
支
え
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
し

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
活

動
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
さ
ら
に
重
要
に
な
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
ら
れ
る
活
動

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
公
益
財
団
法
人

真
庭
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
）

私
は
和
気
町
に
て
、
総
合
型
地
域
ス

け
ら
れ
る
」「
他
校
の
仲
間
と
交
流
で

き
る
の
が
楽
し
い
」
と
い
っ
た
声
が
多

く
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
緊
張
し

て
い
た
生
徒
た
ち
が
、
活
動
を
重
ね
る

中
で
自
然
に
声
を
掛
け
合
い
、
自
信
を

持
っ
て
取
り
組
む
姿
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
技
術
面
だ
け
で
な
く
、
主
体
性
や

協
調
性
な
ど
、
人
と
の
関
わ
り
の
中
で

成
長
し
て
い
る
様
子
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

大
人
の
声

保
護
者
か
ら
は
、「
子
ど
も
の
意
欲

が
高
ま
っ
た
」「
交
友
関
係
が
広
が
っ

た
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
声
が
あ
る
一

方
で
、
送
迎
や
活
動
場
所
、
情
報
共
有

へ
の
不
安
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
指
導
者
か
ら
は
、「
地
域
全
体
で

子
ど
も
を
育
て
て
い
る
実
感
が
あ
る
」

と
い
う
や
り
が
い
の
声
と
と
も
に
、
継

続
的
な
運
営
や
指
導
者
確
保
の
必
要
性

も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
職
員
の
声

「
学
校
外
で
の
経
験
が
学
校
生
活
に

も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
」「
地
域

と
の
つ
な
が
り
が
子
ど
も
の
成
長
に
つ

ポ
ー
ツ
和
気
ク
ラ
ブ
の
代
表
と
し
て
、

部
活
動
の
地
域
展
開
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
休
日
の
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
、
陸
上
競
技
、
吹
奏
楽
の
３

競
技
・
活
動
を
当
ク
ラ
ブ
が
引
き
継
ぎ
、

「
地
域
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
現
在
、
各
活
動

に
25
名
前
後
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
保

護
者
の
金
銭
的
・
心
理
的
な
負
担
を
い

か
に
軽
減
で
き
る
か
を
最
優
先
に
考
え

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
国
や
県
、
町
の
補

助
金
を
活
用
し
て
参
加
費
を
無
料
と
し
、

中
学
校
間
の
移
動
に
は
タ
ク
シ
ー
を
無

料
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

負
担
の
少
な
い
環
境
を
整
え
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
和
気
町
に
住
民

票
が
あ
る
中
学
生
の
年
会
費
と
保
険
料

を
全
額
免
除
し
た
こ
と
で
、
ク
ラ
ブ
参

加
の
ハ
ー
ド
ル
を
大
き
く
下
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
保
護
者
連

絡
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
出
欠
確
認
や
学

校
・
保
護
者
と
の
連
携
も
非
常
に
ス
ム

ー
ズ
に
行
え
て
い
ま
す
。

部
活
動
の
地
域
展
開
に
は
様
々
な
意

見
が
あ
り
ま
す
が
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で

は
昨
年
度
ま
で
は
別
々
に
活
動
し
て
い

た
佐
伯
、
和
気
の
２
中
学
校
生
徒
が
一

緒
に
練
習
や
試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

双
方
に
と
っ
て
非
常
に
活
気
の
あ
る
活

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
取
組
に
よ
り
陸
上
競
技

で
は
、
部
活
動
が
な
い
佐
伯
中
学
校
で

参
加
を
希
望
す
る
生
徒
が
和
気
中
学
校

の
生
徒
と
一
緒
に
練
習
が
で
き
、
競
技

力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。当

ク
ラ
ブ
で
は
、
有
料
の
教
室
や
サ

ー
ク
ル
活
動
も
開
講
し
て
い
ま
す
が
、

地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、

さ
ら
に
学
び
た
い
と
思
い
、
有
料
の
教

室
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
生
徒
も
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
部
活
動
の
地
域
展
開

の
実
現
に
向
け
、
地
域
、
学
校
、
保
護

者
が
一
体
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
好
き
な
こ
と
に
熱
中
で
き
る

「
持
続
可
能
な
居
場
所
」
を
全
力
で
築

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
和
気
ク
ラ
ブ

理
事
長
）

［
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら
］

木
原 

珠
子

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

和
気
ク
ラ
ブ
が
築
く

「
持
続
可
能
な
居
場
所
」
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令和７年度令和７年度
国登録有形文化財の登録国登録有形文化財の登録

瀬崎家住宅主
おも

屋
や

・松
しょう

籟
らい

亭
てい

・如
にょ

是
ぜ

庵
あん

・北
きた

蔵
ぐら

・南
みなみ

蔵
ぐら

・表
おもて

門
もん

・中
なか

門
もん

及び塀　　７棟

旧
きゅう

太
おお

池
いけ

呉
ご

服
ふく

店
てん

店
てん

舗
ぽ

兼主
おも

屋
や

　　１棟

　令和７年４月以降に登録された文化財について紹介します。

　所在地：倉敷市真備町服部
　所有者：個人
　説　明：瀬崎家住宅は、小田川右岸、旧山陽

道と玉島往来の交差する近くに位置する。
３代清次郎は廻船問屋「児島屋」を商うか
たわら、綿花取引業、酒造業、両替商など
を行い、現在の場所に居を構えたと伝えら
れている。木造２階建の主屋は、床脇に琵
琶台を備えた端正な座敷を有し、欄間彫刻
など細部意匠にも優れ、上品で格式の高い
造りである。風流な茶人である５代敏男が
改修した松籟亭は丸窓や三角棚などを備え開放的で意匠性に富んだ華やかな茶室である。ま
た敏男は、東面に腰掛待合を備えて西側の廊下を塀外に張り出す、間取りに趣向を凝らした
独創的な如是庵を建築した。

　　　瀬崎家住宅は商家の屋敷構えを今に伝える建築群として貴重である。

　所在地：新見市新見
　所有者：新見市
　説　明：新見市の中心にある小高い諏訪山の

南麓、商業の中心地として栄えた中町の角
地に所在する。明治時代になって新見に入
ったと伝わる太池家は、「太池呉服店」を
営み、やがて洋反物、古物商、新見の塩及
び煙草元売捌所として商いを拡大する。３
代百治は阿哲銀行の取締役も務め、新しく
生まれた新見製紙や新見自動車といった企
業や組合、阿哲商工会の設立にも関わり、
県会議員も務め、昭和７（１９３２）年には
新見で最初の百貨店「大黒屋百貨店」を創業する。

　　　呉服店店舗として建築された伝統的建築でありながら、洋式トラスといった新しい様式も
取り入れて完成した、洗練された商家建築である。

瀬崎家住宅　全景写真（撮影・写真提供：森祥子氏）

旧太池呉服店　旧店舗東面



県立学校の生徒の活躍を詳しく紹介！
県教育委員会の取組や、教員採用試験についても紹介していますよ

岡山県教育委員会公式note

【県立倉敷天城中学校】文理選択を考えるキャリアガイダンス

【県立誕生寺支援学校】高等部の生徒が移動販売を実施しました

倉敷天城中学校の生徒は、併設する県立倉敷天城高校への進学にあたり、中学３年生の10月に
理普選択（理数科か普通科）をします。 そこで、５月26日、生徒たちの主体的な進路選択を後押
しするために、お茶の水女子大学の植村 知博教授を講師にお迎えし、「中学３年生対象キャリア
ガイダンス」が開催されました。

県立誕生寺支援学校高等部では、ＪＲ弓削駅にある「野の花ショップ～夢元～」で週２回ほどア
ンテナショップを開店しています。５月 14 日に美作大学で移動販売を実施し、焼き菓子や焼き
物、花の苗などを販売しました。今年度は津山地域・真庭地域・久米地域・美咲町区域の４地
区で開催予定です。

植村 知博教授 ガイダンスの様子 記念撮影

多くのお客様が来店されました 焼き物 接客の様子

写真だより
P h o t o  N e w s
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【県立高松農業高校】地域とつながる「ふれあい動物園」が開催されました

５月27日、地域の親子が動物とふれあうことができる「ふれあい動物園」が高松農業高校で開
催されました。この取組は約20年前から続いています。

動物クイズ中の様子 ウサギ（ラムネちゃん　６歳） ふれあい中の様子

【県立勝間田高校】

勝央町立勝間田小学校の児童と森林交流学習を実施しました

６月19日、県立勝間田高校森林コースの生徒たちが先生役となり勝央町立勝間田小学校の児童
に森林や樹木について伝える交流学習を行いました。

杉の伐倒中の様子 火起こし体験の様子 樹木学習中の様子

【県立真庭高校】高校生カフェ「ma・chi・e」２０２６をオープンしました

６月12日、県立真庭高校経営ビジネス科３年生の生徒９名が、課題研究として高校生カフェ
「ma・chi・e」2026をオープンしました。

パンの準備中 オープン時の様子 接客中の様子

19 教育時報　令和8年7月号
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先⽣の学びと子どもの

先⽣の学びと子どもの

「心の居場所」づくりを応援します！「心の居場所」づくりを応援します！
先⽣の学びと子どもの

「心の居場所」づくりを応援します！

岡山県総合教育センター
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今
、
勤
め
て
い
る
学
校
は
、
11
年
目
。

こ
の
学
校
で
退
職
を
迎
え
再
任
用
と
し

て
の
勤
務
。更
に
言
う
と
母
校
で
あ
る
。

小
学
生
時
代
を
合
わ
せ
る
と
こ
の
学
校

に
17
年
間
。
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
執
筆
で
人
生
を
振

り
返
る
機
会
を
得
た
。

昭
和
の
時
代
。
今
は
な
き
木
造
の
校

舎
。
45
人
の
子
ど
も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い

の
教
室
。
千
人
を
超
え
る
運
動
場
で
の

児
童
朝
礼
。
夏
は
水
泳
特
訓
で
夏
休
み

返
上
。
冬
に
は
、
郊
外
を
走
る
持
久
走

大
会
。
特
に
思
い
出
深
い
の
は
、
飯は

ん

盒ご
う

炊す
い

爨さ
ん
。
自
転
車
で
河
原
ま
で
行
っ
て
の

野
外
調
理
実
習
。
そ
れ
ま
で
苦
手
だ
っ

「
本
物
は
違
う
」「
や
は
り
自
分
で
体

験
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
」
昨
年
、
そ

れ
を
強
く
実
感
す
る
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。

当
時
、
小
学
１
年
生
だ
っ
た
息
子

は
、
サ
ッ
カ
ー
に
あ
ま
り
興
味
を
示
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
ボ
ー
ル
遊

び
に
誘
っ
た
り
、
試
合
観
戦
に
一
緒
に

た
タ
マ
ネ
ギ
が
好
物
と
な
っ
た
。当
時
、

山
の
学
習
も
あ
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
の
ス
タ
ン
ツ
を
仲
間
と
考
え
た

な
。
行
事
の
精
選
で
な
く
な
っ
た
も
の

も
多
い
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
多
く

の
も
の
が
変
わ
っ
て
き
た
が
、
変
わ
ら

ぬ
も
の
も
あ
る
。
教
室
の
窓
か
ら
見
え

る「
ク
ス
ノ
キ
」、学
校
の
象
徴
で
あ
り
、

長
い
間
ず
っ
と
私
た
ち
を
見
守
り
続
け

て
い
る
存
在
。
校
歌
、
最
初
に
こ
の
学

校
に
赴
任
し
た
時
、
着
任
式
で
子
ど
も

た
ち
が
歌
っ
て
く
れ
た
歌
詞
を
自
分
も

口
ず
さ
む
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
そ
し

て
、
今
も
教
室
や
運
動
場
か
ら
聞
こ
え

て
く
る
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
。

行
っ
た
り
し
て
も
、「
や
り
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。「
サ
ッ
カ
ー
を
習
っ
て
み
る
？
」

と
聞
い
て
も
、
返
事
は
い
つ
も
「
行
か

な
い
」
で
し
た
。
無
理
に
勧
め
る
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
楽
し
さ

だ
け
で
も
感
じ
て
く
れ
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

平
成
か
ら
令
和
時
代
。
私
の
母
校
で

の
仕
事
は
、
初
任
者
指
導
担
当
。
夢
と

希
望
を
胸
に
教
職
を
選
ん
だ
初
任
者
た

ち
の
サ
ポ
ー
ト
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
専
門
家
と
し
て
の
確
か
な
力
量
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
は
個
々
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
適
切
な
研
修
が
必
要
と
な
る

が
、
そ
の
中
で
も
教
師
と
い
う
仕
事
は

子
ど
も
た
ち
と
多
く
の
時
間
を
過
ご
す

こ
と
で
成
長
を
実
感
で
き
、
感
動
を
共

有
で
き
る
と
い
う「
や
り
が
い
」や「
魅

力
」
を
常
に
伝
え
て
き
た
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
学
校
創
立
以
来

今
も
そ
こ
に
あ
る
も
の
に
ふ
と
気
付

く
。
そ
れ
は
、
体
育
館
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
「
教
学
相
長
」
の
書
。
ま
さ
に
子

ど
も
た
ち
に
教
え
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

教
わ
り
、
共
に
学
び
成
長
し
て
き
た
自

分
の
歩
み
と
重
な
る
。
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
い
る
こ
の
社
会
で
は
あ
る

が
、
不
易
な
も
の
を
改
め
て
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
。
そ

ん
な
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
、
我
が
母
校
、
岡
山
の
教

育
を
初
任
者
た
ち
に
託
し
て
い
き
た

い
。（

総
社
市
立
総
社
小
学
校　
教
諭
）

「
本
物
に
触
れ
る
、体
験
す
る
。」

そ
の
一
瞬
が
心
を
変
え
る

芦あ
し

田だ　

周し
ゅ
う
さ
く作

我
が
母
校

仁に

熊ぐ
ま　

健け
ん

二じ

随

想

随

想
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そ
ん
な
息
子
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の

は
、
昨
年
10
月
に
参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
。
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
が
協

力
し
、「
子
ど
も
の
夢
や
未
来
を
応
援

す
る
」
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
た
も
の

で
、
元
日
本
代
表
を
含
む
元
プ
ロ
選
手

た
ち
と
直
接
触
れ
合
え
る
貴
重
な
機
会

で
し
た
。

息
子
は
、
プ
ロ
の
技
術
を
間
近
で
見

た
だ
け
で
な
く
、
ド
リ
ブ
ル
や
キ
ッ
ク

を
直
接
教
わ
り
、
一
緒
に
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

も
体
験
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
普
段
は

入
れ
な
い
記
者
会
見
場
を
見
学
し
た

り
、
試
合
前
の
選
手
を
迎
え
た
り
、
選

手
に
な
り
き
っ
て
入
場
し
た
り
と
、「
プ

ロ
の
世
界
」を
五
感
で
味
わ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
後
の
試
合
観
戦
で
は
、
目

の
前
に
い
た
選
手
た
ち
が
後
半
ア
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
に
劇
的
な
逆
転
勝
利

を
収
め
る
瞬
間
を
目
撃
し
ま
し
た
。

こ
の
日
を
境
に
、
息
子
の
サ
ッ
カ
ー

へ
の
熱
量
は
一
変
し
ま
し
た
。
朝
の
登

校
前
や
休
日
に
は
「
サ
ッ
カ
ー
し
よ

う
！
」
と
言
う
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に

は
「
サ
ッ
カ
ー
を
習
い
た
い
」
と
話
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
の

４
月
か
ら
は
、
地
域
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
に
通
い
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
経
験
か
ら
、「
本
物
に
触
れ
、

自
ら
体
験
す
る
こ
と
」
が
子
ど
も
の
好

奇
心
や
意
欲
を
引
き
出
す
の
だ
と
改
め

て
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
教
育
現
場

で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒
が
心

を
動
か
さ
れ
る
授
業
や
、本
気
で
考
え
、

仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
課
題
を
解
決
す

る
体
験
こ
そ
が
、
学
び
を
深
め
る
原
動

力
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
師
で
あ
る
私
も
、
教
育
の
プ
ロ
と

し
て
、
生
徒
た
ち
に
「
本
物
」
を
届
け

ら
れ
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
教
育
に
完
成
形
は
な
く
、
も
ち
ろ

ん
私
自
身
ま
だ
ま
だ
学
び
続
け
る
立
場

で
す
。
そ
れ
で
も
、
生
徒
た
ち
の
心
に

火
を
灯
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
授
業

や
教
育
活
動
を
生
徒
と
と
も
に
磨
き
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
津
山
市
立
久
米
中
学
校　
主
幹
教
諭
）

私
の
趣
味
の
一
つ
に
、
そ
ば
打
ち
が

あ
る
。
以
前
、
蕎
麦
屋
を
経
営
す
る
方

に
弟
子
入
り
し
、手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。

師
匠
の
打
つ
蕎
麦
は
香
り
高
く
、
箸
で

引
っ
張
っ
て
も
決
し
て
切
れ
な
い
見
事

な
コ
シ
が
あ
っ
た
。私
が
習
っ
た
の
は
、

そ
ば
粉
八
割
、
小
麦
粉
二
割
の
「
二
八

蕎
麦
」
だ
。
こ
の
二
割
の
小
麦
粉
は
、

ボ
ソ
ボ
ソ
と
し
て
ま
と
ま
り
に
く
い
そ

ば
粉
同
士
を
つ
な
ぎ
止
め
る
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

こ
一
年
は
多
忙
を
言
い
訳
に
麺
棒
を
握

る
機
会
が
減
っ
て
い
た
。そ
の
ツ
ケ
か
、

昨
年
の
大
晦
日
に
久
し
ぶ
り
に
打
っ
た

蕎
麦
は
、
茹
で
る
と
ブ
ツ
ブ
ツ
と
切
れ

て
し
ま
う
残
念
な
代
物
と
な
っ
た
。
粉

と
粉
を
つ
な
ぐ
「
水
回
し
」
と
「
練
り
」

の
勘
が
鈍
り
、
不
恰
好
な
年
越
し
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

学
校
に
お
け
る
私
の
役
割
も
、
こ
の

小
麦
粉
の
よ
う
な
「
つ
な
ぎ
」
に
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。
当
初
は
校
内
の
教
職

員
間
の
連
携
に
腐
心
し
て
い
た
。
し
か

し
近
年
は
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
学

校
と
企
業
、
大
学
、
あ
る
い
は
他
校
を

つ
な
ぐ
こ
と
へ
と
意
識
が
広
が
っ
て
い

る
。
転
機
は
、
あ
る
企
業
か
ら
の
協
働

授
業
の
誘
い
で
あ
っ
た
。
実
際
に
協
働

授
業
を
行
う
と
、
生
徒
た
ち
の
目
の
輝

き
が
明
ら
か
に
変
わ
っ
た
の
だ
。
私
自

身
も
企
業
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
か
ら
多

く
を
学
び
、
求
人
増
や
イ
ベ
ン
ト
招
待

な
ど
、
本
校
に
も
た
ら
さ
れ
た
恩
恵
は

計
り
知
れ
な
い
。
こ
の
経
験
が
、
学
校

は
も
っ
と
「
外
部
の
力
」
を
借
り
る
べ

き
だ
と
い
う
確
信
に
変
わ
っ
た
。
そ
の

確
信
は
行
動
へ
と
つ
な
が
り
、
近
隣
の

工
業
系
高
校
の
先
生
方
と
連
携
し
て
課

題
解
決
を
図
っ
た
り
、
岡
山
市
の
商
業

施
設
を
お
借
り
し
て
「
工
業
高
校
探
究

フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
た
り
す
る
ま
で
に

な
っ
た
。
外
部
と
つ
な
が
る
際
、
最
初

は
全
て
の
調
整
を
自
分
で
行
い
重
荷
に

感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
そ

の
負
担
さ
え
も
、
企
業
の
力
を
借
り
る

こ
と
で
軽
減
で
き
て
い
る
。
学
校
も
ま

た
地
域
の
一
部
で
あ
り
、
開
か
れ
た
関

係
性
を
築
く
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
教

育
に
は
不
可
欠
な
の
だ
。

こ
れ
か
ら
は
、
単
に
人
と
人
を
つ
な

ぐ
だ
け
で
な
く
、
学
校
を
支
え
て
く

れ
る
地
域
社
会
と
い
う
大
き
な
器
へ

と
、学
び
の
場
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
。

我
々
教
職
員
の
力
だ
け
で
は
、
ど
う
し

て
も
限
界
が
あ
る
か
ら
だ
。
私
の
そ
ば

打
ち
は
修
業
不
足
で
切
れ
て
し
ま
っ
た

が
、
学
校
と
社
会
を
つ
な
ぐ
「
つ
な
ぎ

役
」
と
し
て
の
職
務
。
こ
れ
ば
か
り
は

決
し
て
切
ら
す
こ
と
な
く
、粘
り
強
く
、

コ
シ
の
あ
る
活
動
を
続
け
て
精
進
し
て

い
き
た
い
。

（
県
立
東
岡
山
工
業
高
等
学
校　
教
頭
）

「
つ
な
ぎ
」
の
流
儀

武た
け
か
わ川　

忠た
だ
ひ
ろ弘
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ら
地
域
の
方
に
元
気
よ
く
挨
拶
を
す

る
の
で
、
名
前
と
顔
を
覚
え
て
も
ら

っ
て
い
る
生
徒
も
多
く
、
学
校
で
交

流
す
る
際
も
和
や
か
で
打
ち
解
け
た

雰
囲
気
で
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

私
は
現
在
、
生
徒
会
長
を
務
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
中
で

大
事
に
し
て
き
た
地
域
と
の
強
い
絆

を
も
と
に
、
日
生
を
も
っ
と
活
気
づ

け
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
未

来
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

活
動
へ
の
参
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
『
日
生
で
輝
く　

日
生

が
輝
く　

日
生
愛
』
を
大
切
に
し
て

い
き
ま
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
町
は
、
日
生
諸

島
の
十
三
の
島
々
か
ら
な
る
多
島
美

豊
か
な
地
域
で
す
。
日
生
の
主
産
業

は
漁
業
で
、
特
に
牡
蠣
の
養
殖
が
盛

ん
で
す
。「
カ
キ
オ
コ
」
は
、
ご
当

地
グ
ル
メ
と
し
て
有
名
で
、「
ひ
な

せ
か
き
祭
り
」
や
「
か
き
フ
ェ
ス
」

に
は
毎
年
多
く
の
方
々
が
来
場
さ
れ

ま
す
。

日
生
中
学
校
で
は
総
合
的
な
学
習

の
時
間
で
海
洋
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ア
マ
モ
場
の
再
生
活
動
や

牡
蠣
の
養
殖
体
験
を
通
し
て
、
私
た

ち
は
環
境
問
題
や
社
会
の
在
り
方
を

深
く
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

際
に
は
、
地
元
の
漁
業
協
同
組
合
の

方
や
多
く
の
漁
師
さ
ん
た
ち
が
協
力

し
て
く
だ
さ
り
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
他
に
も
家
庭

科
で
の
チ
ヌ
の
調
理
実
習
、
浴
衣
着

付
け
体
験
や
日
生
音
頭
踊
り
で
も
地

域
の
方
々
が
応
援
、
指
導
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
の
中
で
、

私
た
ち
は
地
域
を
知
り
、
培
っ
て
こ

ら
れ
た
文
化
や
伝
統
を
引
き
継
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
生
中
学
校
の
生
徒
は
、
普
段
か

中
学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り

備
前
市
立
日
生
中
学
校　

３
年　

佐さ

さ々

木き　

晴は
る
麿ま

舞
台
袖
か
ら
た
だ
た
だ
上
演
の
成
功

を
祈
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
授
賞
式
で
名
前
を
呼

ば
れ
た
時
の
喜
び
と
達
成
感
は
ひ
と

し
お
だ
っ
た
。
引
退
間
近
の
３
年
生

と
一
緒
に
県
大
会
へ
行
け
る
こ
と
が

何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
。

さ
ら
に
練
習
を
し
て
迎
え
た
県
大

会
で
は
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
、
清

心
女
子
高
校
演
劇
部
と
し
て
初
め
て

中
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。
結

果
は
優
良
賞
。
全
国
大
会
へ
の
出
場

は
叶
わ
ず
、
も
う
こ
の
メ
ン
バ
ー
で

こ
の
舞
台
を
上
演
で
き
な
い
こ
と
が

と
て
も
悔
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
全

て
を
出
し
切
っ
た
こ
の
舞
台
を
観
客

の
み
な
さ
ん
に
見
て
も
ら
え
た
こ
と

に
、
大
き
な
喜
び
と
充
実
感
を
感
じ

た
。私

は
、
舞
台
監
督
の
役
割
を
通
し

て
周
り
を
見
る
力
、
表
現
の
仕
方
、

自
分
の
意
見
の
伝
え
方
を
学
ん
だ
。

喜
怒
哀
楽
を
共
に
で
き
る
私
た
ち
の

演
劇
部
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。

高
校
生
に
な
っ
て
、
初
め
て
〝
舞

台
監
督
〟
を
任
さ
れ
た
。
最
初
は
右

も
左
も
分
か
ら
ず
自
信
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
先
輩
や
先
生
か
ら
助
言
を

受
け
、
徐
々
に
自
分
に
で
き
る
こ
と

が
増
え
て
い
き
、
自
信
に
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
。

県
大
会
出
場
が
か
か
っ
た
地
区
の

大
会
で
も
再
び
舞
台
監
督
を
任
さ
れ
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
だ
っ
た
。
今

大
会
の
作
品
『
学
園
誌
に
寄
せ
て
』

は
戦
時
下
の
清
心
学
園
の
歴
史
を
モ

チ
ー
フ
に
し
て
い
る
。
女
学
生
の
お

話
を
う
か
が
う
な
ど
し
て
時
代
背
景

や
舞
台
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
み
、
演

技
や
音
響
、
照
明
な
ど
す
べ
て
の
プ

ラ
ン
を
考
え
、
最
高
の
舞
台
に
な
る

よ
う
調
整
し
た
。
登
場
人
物
の
心
情

を
表
現
す
る
演
技
プ
ラ
ン
を
考
え
る

の
は
特
に
難
し
か
っ
た
が
、
良
い
案

が
浮
か
ぶ
た
び
に
や
り
が
い
を
感
じ
、

こ
の
役
割
に
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
迎
え
た
地
区
大
会
。

リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
計
画
通
り
に
進
行

で
き
ず
悔
し
さ
を
感
じ
た
。
本
番
は

成
長
の
た
め
の
壁清

心
女
子
高
等
学
校　

２
年　

浅あ
さ
ご
え越　

一い
ち
花か
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（
第
一
次
）

第
一
次
の
第
一
時
で
地
域
の
方
々
を

招
い
て
、
講
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
際
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
要
望
を

い
た
だ
い
た
。

①
地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
。

②
地
域
の
防
災
地
図
作
り
に
協
力
し
て

ほ
し
い
。

③
地
域
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
学

防
災
（
ま
な
ぼ
う
さ
い
）」
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
。

こ
れ
ら
の
要
望
を
受
け
て
、
子
ど
も

た
ち
と
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
ゴ
ー

ル
を
『
学
防
災
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
』

に
設
定
し
た
。

ま
ず
は
地
震
災
害
や
そ
の
被
害
を
知

る
こ
と
を
課
題
と
し
て
、
調
べ
学
習
を

進
め
た
。
整
理
・
分
析
の
場
面
に
お
い

て
第
一
次
の
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
子
ど
も

た
ち
と
話
し
合
い
を
行
っ
た
。
子
ど
も

た
ち
は
「
地
域
の
方
々
の
思
い
（
上
記

①
）
に
応
え
た
い
」
と
い
う
意
欲
を
も

ち
、
地
域
の
方
を
招
い
て
一
人
一
人
が

調
べ
た
こ
と
を
も
と
に
発
表
会
を
す
る

こ
と
と
し
た
。
地
域
の
方
も
多
く
来
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
盛
況
で
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

令
和
７
年
度
の
探
究
課
題
を
『
防
災

の
た
め
の
安
全
な
町
づ
く
り
と
そ
の
取

組
』
と
設
定
し
、
５
月
か
ら
実
践
を
行

っ
た
。

本
単
元
の
最
終
的
な
構
成
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
た
。

第
一
次　

地
震
に
つ
い
て
調
べ
よ
う

第
二
次　

防
災
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て
調
べ

よ
う

第
三
次　

学
防
災
（
ま
な
ぼ
う
さ
い
）

を
運
営
し
よ
う

第
四
次　

防
災
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
つ
く
ろ
う

な
お
、
本
構
成
を
「
最
終
的
」
と
し

た
の
は
、
単
元
構
想
の
計
画
か
ら
、
児

童
の
実
態
や
学
習
の
進
度
に
応
じ
て
一

部
変
更
を
加
え
た
た
め
で
あ
る
。

予
測
困
難
で
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か

ら
の
社
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が

多
様
な
変
化
に
積
極
的
に
向
き
合
い
、

他
者
と
協
働
し
て
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
、
そ
し
て
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
探

究
し
て
い
く
こ
と
は
ま
す
ま
す
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
中
で
、「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
が
果
た
す
役
割
は

極
め
て
大
き
く
、
そ
の
充
実
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

私
が
在
籍
し
た
味
野
小
学
校
で
は
令

和
５
・
６
年
度
に
岡
山
型
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
研

究
指
定
を
受
け
、
授
業
実
践
及
び
研
究

を
深
め
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
は
岡
山
型

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
考
え
を
も
と
に
令
和
７
年
度

に
第
５
学
年
で
行
っ
た
拙
い
実
践
を
紹

介
し
た
い
。

（
第
二
次
）

夏
休
み
を
挟
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
夏

休
み
の
課
題
と
し
て
防
災
リ
ュ
ッ
ク
に

必
要
な
も
の
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
を

課
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
調
べ
て
き
た
も
の
を

も
と
に
、「
災
害
時
に
本
当
に
必
要
な

防
災
リ
ュ
ッ
ク
の
中
身
」
に
つ
い
て
話

し
合
う
活
動
を
行
っ
た
。
調
べ
て
き
た

情
報
の
多
く
が
、
書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
か
ら
で
あ
り
、
話
し
合
い
を
終
え

て
何
が
必
要
か
迷
う
児
童
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
疑

問
を
解
消
す
る
た
め
に
、
防
災
士
の
方

を
招
い
て
、
防
災
リ
ュ
ッ
ク
の
中
身
に

つ
い
て
実
物
を
示
し
な
が
ら
、
講
話
を

し
て
い
た
だ
い
た
。

講
話
で
は
、
基
本
の
備
え
に
加
え
、

「
防
災
リ
ュ
ッ
ク
が
必
要
な
理
由
」、「
一

人
一
人
中
身
は
違
っ
て
よ
い
こ
と
」、

「
精
神
的
な
安
定
に
繋
が
る
も
の
を
含

め
る
重
要
性
」
な
ど
を
助
言
し
て
い
た

だ
い
た
。

こ
の
助
言
を
受
け
て
、
子
ど
も
た
ち

が
調
べ
て
き
た
防
災
リ
ュ
ッ
ク
の
中
身

は
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気

付
き
、
自
分
の
生
活
に
即
し
た
防
災
リ

ュ
ッ
ク
に
な
る
よ
う
に
見
直
し
を
行
い

た
い
と
い
う
思
い
を
も
ち
、
見
直
す
こ

１　

は
じ
め
に

２　

実
践
の
展
開
（
単
元
構
成
）

３　

実
践
の
展
開

岡
山
型
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
考
え
を
も
と
に
し
た

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
展
開

岡
山
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

指
導
主
事
　
荻
原　

資
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と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
の
話
し
合
い
で
は
、「
防
災

リ
ュ
ッ
ク
発
表
会
」
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
た

が
、
対
象
を
地
域
の
方
に
す
る
か
、
在

校
生
と
す
る
か
で
意
見
が
分
か
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
地
域

の
方
に
防
災
リ
ュ
ッ
ク
発
表
会
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。

地
域
の
方
に
向
け
た
発
表
会
で
は
自

分
た
ち
の
考
え
た
、
防
災
リ
ュ
ッ
ク
の

中
身
を
発
表
す
る
時
間
を
設
け
た
。
そ

れ
と
と
も
に
、
防
災
リ
ュ
ッ
ク
の
中
身

に
つ
い
て
地
域
の
方
と
一
緒
に
考
え
る

時
間
を
設
定
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
方
に
と
っ
て
必
要
な
防
災
リ
ュ

ッ
ク
の
中
身
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

在
校
生
に
向
け
て
の
防
災
リ
ュ
ッ
ク
発

表
会
で
は
、
防
災
す
ご
ろ
く
や
、
お
昼

の
放
送
で
の
発
表
、
ク
イ
ズ
や
紙
芝
居

様
な
体
験
的
学
習
を
取
り
入
れ
た
。
学

校
出
前
講
座
に
よ
る
「
ポ
ス
タ
ー
の
描

き
方
講
座
」、
自
衛
隊
の
方
に
よ
る
「
防

災
時
の
行
動
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講
座
」、

岡
山
大
学
酒
向
教
授
及
び
ダ
ン
ス
部
に

よ
る
「
防
災PiPit

ダ
ン
ス
講
座
」、「
学

校
で
の
宿
泊
体
験
」
な
ど
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
総
合
的

な
学
習
の
時
間
が
よ
り
充
実
し
た
よ
う

に
感
じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
実
践
を
振
り
返
る
と
、
実

に
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
を
改
め

て
実
感
し
て
い
る
。

単
元
全
体
を
通
じ
て
、
子
ど
も
達
の

言
葉
か
ら
、
地
域
の
方
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
や
学
習
を
通
じ
て
調
べ
た
成
果
を

伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
高
ま
っ
て
い

く
様
子
が
何
度
も
見
ら
れ
た
。
地
域
社

会
の
多
様
な
人
々
と
関
わ
り
合
い
な
が

ら
進
め
る
こ
の
よ
う
な
学
び
こ
そ
が
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
醍
醐
味
で
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

本
実
践
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
へ
の
心
か
ら
の
お
礼
を
も
っ
て
、
本

稿
の
締
め
く
く
り
と
し
た
い
。

（
第
四
次
）

行
事
の
都
合
に
よ
り
、
学
防
災
か
ら

少
し
期
間
は
空
い
た
が
、
令
和
７
年
度

の
総
合
的
な
学
習
の
締
め
く
く
り
と
し

て
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
地
域
の
方
と

協
力
し
行
っ
た
。
学
区
を
い
く
つ
か
に

分
け
、
次
の
３
つ
の
視
点
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

・
安
全
な
場
所

・
災
害
時
に
役
立
つ
も
の

・
危
険
な
場
所　

学
区
を
歩
い
て
状
況
を
確
認
し
、
地

図
に
情
報
を
書
き
記
し
て
い
っ
た
。
散

策
後
は
地
域
の
方
と
の
対
話
を
通
し
て
、

内
容
を
精
査
し
、
地
図
と
し
て
ま
と
め

上
げ
た
。
完
成
し
た
地
図
は
今
後
地
域

の
方
に
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
、

探
究
活
動
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
、
多

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
考
え
た
取
組
み

を
行
っ
た
。

（
第
三
次
）

第
二
次
で
調
べ
た
防
災
リ
ュ
ッ
ク
の

中
身
の
う
ち
、
手
作
り
で
で
き
る
マ
ス

ク
や
ス
リ
ッ
パ
を
紹
介
し
、
子
ど
も
達

と
作
っ
て
み
た
。
実
際
に
使
っ
て
み
て

使
い
心
地
や
課
題
を
検
討
し
た
上
で
、

さ
ら
に
興
味
の
あ
る
防
災
手
作
り
グ
ッ

ズ
等
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
調
べ

る
こ
と
と
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
調
べ
た
内
容
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
シ
ャ
ワ
ー
、
丈
夫
な
新
聞
ス

リ
ッ
パ
、
ビ
ニ
ル
袋
で
炊
く
ご
飯
、
災

害
時
に
役
立
つ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
多

岐
に
渡
る
。
子
ど
も
た
ち
は
書
籍
な
ど

で
調
べ
た
既
存
の
グ
ッ
ズ
を
実
際
に
試

し
、
見
え
て
き
た
課
題
に
子
ど
も
た
ち

な
り
に
改
良
を
加
え
た
。
調
査
・
改
良

し
た
こ
と
を
も
と
に
模
造
紙
等
に
ま
と

め
、
学
防
災
で
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
。

学
防
災
で
の
発
表
に
向
け
て
、

校
内
の
先
生
方
に
リ
ハ
ー
サ

ル
を
聞
い
て
も
ら
い
、
何
度

も
修
正
を
重
ね
、
準
備
し
た
。

当
日
は
地
域
の
方
々
か
ら
多

く
の
好
評
を
い
た
だ
き
、
学

防
災
を
無
事
に
締
め
く
く
る

こ
と
が
で
き
た
。

５　

お
わ
り
に

４　

単
元
を
支
え
た
そ
の
他
の
活
動

防災リュック発表会
上：地域の方向け
下：在校生向け

学防災での発表の様子
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究
」
に
つ
い
て
、
特
別
感
を
持
っ
て
説

明
す
る
人
や
、
何
で
も
「
探
究
」
だ
と

考
え
て
い
る
人
な
ど
、
こ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
立
場
や
理
解
度
に
よ
っ
て
説
明
が

異
な
る
。

「
探
究
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
文

部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等

教
育
分
科
会
教
育
課
程
部
会
生
活
、
総

合
的
な
学
習
・
探
究
の
時
間
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
の
検
討
で
も
整
理
が
進
ん

で
き
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
誤

解
を
恐
れ
ず
に
説
明
す
る
と
、
総
合
的

な
探
究
の
時
間
の
「
探
究
」
に
は
、「
自

分
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
個
人
の
課

題
意
識
に
か
か
わ
ら
ず
に
行
わ
れ
る
探

究
」
と
「
自
分
の
課
題
や
専
門
性
を
深

め
る
探
究
」
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
中
で

ど
の
よ
う
な
題
材
を
扱
い
、
ど
の
よ
う

な
課
題
設
定
を
す
る
か
に
よ
っ
て
「
地

域
学
」「
企
業
連
携
」「
学
問
探
究
」
な

ど
と
呼
ば
れ
る
と
私
は
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、「
探
究
的
な
学
習
」
は
、「
探

究
の
サ
イ
ク
ル
」
を
回
し
な
が
ら
学
ぶ
、

結
果
と
し
て
の
「
学
習
」
を
示
し
て
い

る
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
も
総
合
的
な

探
究
の
時
間
等
で
の
学
習
と
教
科
の
学

習
に
分
か
れ
て
い
る
。
総
合
的
な
探
究

の
時
間
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
各
自
で

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
課
題
設
定
を
し
て
、

ま
ず
、
現
在
の
教
育
課
程
の
科
目
名

に
も
入
っ
て
い
る
「
探
究
」
に
つ
い
て

の
捉
え
方
を
説
明
す
る
。

「
探
究
」
と
は
、
探
究
の
サ
イ
ク
ル

を
回
し
て
学
習
す
る
手
法
で
あ
る
。「
探

私
の
実
践
は
、
大
き
な
研
究
会
や
公

開
授
業
で
は
な
く
、
日
々
の
授
業
実
践

の
積
み
重
ね
で
あ
る
。

９
年
前
に
先
見
の
明
の
あ
る
指
導
教

諭
に
よ
り
、
本
校
の
総
合
的
な
探
究
の

時
間
の
改
訂
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
改
訂

に
携
わ
る
中
で
、
探
究
的
な
学
び
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
生
徒
の
活
動
を
ど
の

く
ら
い
見
取
り
、
成
長
に
繋
げ
る
か
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の

途
中
で
必
要
と
な
る
様
々
な
研
修
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
全
国
の
動
き
を
知

る
こ
と
や
自
分
の
実
践
を
改
善
し
て
い

く
こ
と
を
続
け
て
き
て
い
る
。

以
下
、
そ
の
実
践
の
中
で
工
夫
し
て

い
る
こ
と
な
ど
の
概
要
を
説
明
す
る
。

情
報
収
集
を
し
て
、
整
理
・
分
析
を
通

し
て
、
ま
と
め
・
表
現
を
す
る
一
連
の

流
れ
が
あ
る
が
、
ま
と
め
・
表
現
の
の

ち
に
、
新
た
な
課
題
が
設
定
さ
れ
て
学

習
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。

で
は
教
科
の
学
習
で
は
、
総
合
的
な
探

究
の
時
間
の
学
習
と
ど
の
よ
う
な
違
い

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

教
科
の
学
習
の
中
で
は
、
つ
か
む
べ

き
知
識
・
技
能
や
身
に
つ
け
る
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
決
ま
っ
て
お

り
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
よ
う
な

各
自
の
課
題
設
定
が
で
き
る
よ
う
な
自

由
度
が
少
な
い
。
各
自
が
探
究
的
に
学

習
す
る
上
で
必
要
と
な
る
「
問
い
の
設

定
」
に
つ
い
て
も
、「
教
科
の
見
方
・

考
え
方
」
を
踏
ま
え
た
問
い
に
な
ら
な

け
れ
ば
、
教
科
の
目
標
が
達
成
で
き
な

い
。
次
の
資
料
の
補
足
イ
メ
ー
ジ
３
に

あ
る
よ
う
に
、
ど
の
段
階
ま
で
を
学
習

者
が
自
己
決
定
で
き
る
裁
量
が
あ
る
の

か
に
よ
っ
て
段
階
分
け
が
さ
れ
て
お
り
、

補
足
イ
メ
ー
ジ
４
に
あ
る
よ
う
に
、
教

科
の
学
習
で
は
生
徒
の
裁
量
が
少
な
い

パ
タ
ー
ン
１
や
２
が
多
い
の
だ
が
、
授

業
内
で
パ
タ
ー
ン
３
や
４
が
ど
の
く
ら

い
で
き
る
の
か
が
、
今
後
の
探
究
的
な

学
び
や
探
究
を
行
う
上
で
の
課
題
で
あ

ろ
う
。

１　

は
じ
め
に

２　
「
探
究
」
の
捉
え
方

探究のサイクル（文部科学省資料より）

探
究
的
な
学
び
に
つ
い
て
の
実
践
と
考
察

県
立
岡
山
芳
泉
高
等
学
校

指
導
教
諭
　
鳥
取　

海
峰
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主
に
地
理
歴
史
科
の
地
理
総
合
や

地
理
探
究
を
担
当
し
て
い
る
。
地
理
総

合
で
の
「
生
活
圏
の
調
査
と
地
域
の
展

望
」
や
、
地
理
探
究
で
の
「
持
続
可
能

な
国
土
像
の
探
究
」
な
ど
の
学
習
内
容

で
は
、
生
徒
が
課
題
を
設
定
し
て
分
析

を
進
め
る
授
業
の
形
態
を
模
索
し
た
。

特
に
３
年
次
生
の
秋
に
行
っ
た
「
持
続

可
能
な
国
土
像
の
探
究
」
で
は
、
社
会

的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
・
考
え
方
を

使
い
、
各
自
で
テ
ー
マ
設
定
を
し
て
探

究
活
動
を
す
る
授
業
を
構
想
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
の
授
業
で
は
、
授
業
の

最
初
に
概
要
説
明
を
行
い
、
３
〜
６
時

間
を
か
け
て
探
究
し
た
結
果
を
成
果
物

と
し
て
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
た
。

概
要
説
明
で
は
次
の
よ
う
な
授
業
ス

ラ
イ
ド
を
用
い
て
、「
ど
の
よ
う
な
課

題
が
あ
る
の
か
」「
ど
の
よ
う
に
他
地

域
と
協
力
す
る
の
か
」「
協
力
か
ら
国

土
像
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
と
い
う
テ

ー
マ
の
捉
え
方
や
、
成
果
物
の
作
成
に

つ
い
て
の
説
明
な
ど
を
行
っ
た
。

授
業
の
中
で
は
、
他
地
域
と
協
力
す

る
こ
と
や
ど
の
よ
う
な
課
題
を
ど
の
よ

う
に
改
善
し
て
い
く
の
か
な
ど
に
つ
い

て
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
て
考
察
し
、
ス

３　

私
の
授
業
実
践

ラ
イ
ド
に
ま
と
め
た
（
生
徒
作
成
ス
ラ

イ
ド
）。
発
表
や
確
認
の
時
間
も
、
互

い
の
ス
ラ
イ
ド
を
確
認
す
る
時
間
を
多

く
取
る
た
め
に
、G

oogle

ス
ラ
イ
ド
の

コ
メ
ン
ト
機
能
を
利
用
し
た
。
こ
の
学

習
で
は
、
様
々
な
資
料
を
考
察
し
、
課

題
を
見
出
し
、
探
究
的
な
手
法
で
課
題

解
決
の
方
向
性
を
構
想
す
る
こ
と
ま
で

が
で
き
た
。

私
の
実
践
で
の
様
子
と
し
て
、
生
徒

が
探
究
的
な
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
知
識
の
再
構
成
を

し
て
、
自
分
な
り
に
意
味
を
見
出
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
繋
げ
る
た
め
に

授
業
の
内
外
で
育
て
て
き
た
も
の
が
あ

る
。「
社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
・

考
え
方
に
つ
い
て
の
理
解
」
と
「
地
理

の
授
業
と
し
て
求
め
る
水
準
の
生
徒
と

の
共
有
」、「
課
題
意
識
を
持
っ
た
も
の

を
調
べ
る
習
慣
」
で
あ
る
。
教
科
・
科

目
の
授
業
の
中
で
取
り
組
む
探
究
的
な

学
び
な
の
で
、
授
業
の
中
で
何
を
目
標

と
す
る
の
か
を
生
徒
に
意
識
さ
せ
て
取

り
組
む
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　授業スライド　生徒作成スライド

４　

探
究
的
な
学
び
の
意
味

日本全体の持続可能でない課題点

ある地域の分析 他地域の分析

協力することでの持続可能性
例）生産⇄消費、交流、分担等

国土の
在り方
を提案

テーマ：森林の持続可能な管理を実現しよう！

私たちは岡山県の「森林の持続可能な管理」という持続
不可能な課題を長野県との協力で解決できると考えた。

岡山県

長野県

森林の持
続可能な
管理

岡山県の森林の現状

↑グラフより、岡山県の森林の高齢化が読み取れる

長野県(根羽村森林組合)の取り組み

岡山県と長野県の協力関係図

・大学や企業と連携した「動く木のおもちゃ」、「可動式
ポータブル机・椅子」、サステナブル素材「木糸」の開発
・間伐時に出る枝葉をチップ化した木質バイオマスの販売

岡山県 長野県

参考資料:https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/959587_9253293_misc.pdf
https://nagano-sdgs.com/interview/530

・木糸をはじめとした森林資源の
持続的管理に必要な技術の提供

他地域への応用
・森林資源の管理に困っている他地域への応用が

期待できる。

・県外企業が行動しやすくなる
ような仕組み作り

文部科学省中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会　生活・総合的な学習の時間ワーキンググループ配布資料（令和7年12月26日）より
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そ
の
一
例
を
次
に
挙
げ
る
。

（
１
）
生
徒
本
人
の
思
い
や
「
な
り
た

い
姿
」
の
聞
き
取
り
と
目
標
設
定

対
象
生
徒
は
、
他
者
の
感
情
を
想
像

す
る
こ
と
が
難
し
く
、
自
分
中
心
に
物

事
を
捉
え
て
不
適
切
な
言
動
を
と
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
た
と
き
に
事
実
と
異
な
る
こ
と
を
伝

え
、
相
手
と
の
関
係
が
悪
化
す
る
様
子

も
見
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
本
校
で
は
、
個
別
の
課
題

に
応
じ
た
指
導
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

令
和
五
年
度
か
ら
指
導
体
制
の
検
討
を

行
い
、「
個
別
取
り
出
し
型
」
を
含
め

た
自
立
活
動
の
指
導
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
た
。

そ
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

学
年
会
等
で
生
徒
の
実
態
や
課
題
を

共
有
し
、
重
点
的
な
指
導
・
支
援
が
必

要
な
生
徒
に
対
し
て
、
定
期
的
に
時
間

を
設
定
し
て
「
個
別
取
り
出
し
型
」
の

自
立
活
動
の
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

学
校
生
活
や
現
場
実
習
で
見
ら
れ
た

課
題
を
基
に
指
導
内
容
を
設
定
し
、
担

任
や
学
年
団
で
指
導
の
様
子
を
共
有
し

な
が
ら
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

自
立
活
動
は
、
障
害
に
よ
る
学
習
上

又
は
生
活
上
の
困
難
を
改
善
・
克
服
す

る
た
め
の
指
導
領
域
で
あ
る
。
知
的
障

害
特
別
支
援
学
校
で
は
、
具
体
的
な
指

導
時
間
や
場
所
を
設
定
せ
ず
、
教
育
活

動
全
体
を
通
し
て
指
導
を
行
っ
て
い
る

学
校
も
多
く
、
個
々
の
課
題
に
応
じ
た

指
導
の
充
実
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
校
で
も
、
就
労
に
よ
る
社
会
自
立

を
目
指
し
、
学
級
活
動
や
専
門
教
科
の

学
習
、産
業
現
場
等
に
お
け
る
実
習
（
以

下
、
現
場
実
習
）
等
、
教
育
活
動
全
体

を
通
し
て
自
立
活
動
の
指
導
を
行
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
対
人
関
係
や
自
己
理

解
に
課
題
が
見
ら
れ
、
個
々
の
課
題
に

よ
っ
て
は
集
団
の
中
で
の
指
導
だ
け
で

は
十
分
な
改
善
や
定
着
に
つ
な
が
り
に

く
い
生
徒
も
い
た
。

一
方
で
、「
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と

き
、
う
ま
く
対
処
で
き
な
い
」「
適
切

な
対
処
方
法
を
学
び
た
い
」
と
、
自
分

な
り
に
よ
り
良
い
関
わ
り
方
を
身
に
付

け
た
い
と
い
う
思
い
も
聞
か
れ
た
。

そ
こ
で
、
自
ら
状
況
を
整
理
し
、
よ

り
良
い
行
動
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

（
２
）
対
話
を
通
し
た
言
語
化
・
視
覚

化
の
工
夫

学
校
生
活
等
で
実
際
に
あ
っ
た
場
面

を
基
に
、
次
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
た
。

・
問
題
場
面
の
解
決
策
を
複
数
考
え
る

１　

は
じ
め
に

問題解決のステップで整理しよう② 

 
 問題（困った状況）が起こったときに、どのように解決策を考えていったらよいか整理していきましょう。 

 

 事例２  

  A さんは、友達の B さんから「最近、C さんに避けられている気が 

するんだよね。どうしてだかA さん知ってる？」と尋ねられた。A さんは 

前に C さんから「B さんって自分勝手だから、実は苦手なんだよね」と 

言われたことがあったため、返答に困った。 

 

１． A さんはどうしたいと思うか考えてみましょう。『自分ならこう思うかな』ということを書いてもかまいません。 

 

 

 

２． １で考えた思いを基に、いろいろな解決策を考えて書きましょう。また、それぞれの解決策について、メリットと 

デメリットを書き出しましょう。それぞれの解決策をとった場合にどのような結果になりそうか、いろいろな人（A 

さん・B さん・C さん）の視点で考えてみましょう。＊ 難しいときは、先生に質問・相談して一緒に考えましょう。 

解決策 メリット デメリット 

①  

 

 

  

②  

 

 

 

 

 

③  

 

 

  

④  

 

 

  

⑤  

 

 

  

 

３． ２で整理した解決策の中から、客観的に見て適切だと思うものを１つ選んで、番号に〇を付けましょう。また、 

いつ、どのように、解決策を実行に移せばよいか、A さんにアドバイスしてあげましょう。 

 

A さん 
知ってる？ 

あなた 

 
A さん 

B さん 

 

A さん 

B さんの 

こと苦手… 

C さん 

指導に使用したワークシート

軽
度
知
的
障
害
の
あ
る
生
徒
に
対
す
る

「
個
別
取
り
出
し
型
」を
含
め
た
自
立
活
動
の
指
導
の
取
組

～
生
徒
の
思
い
や「
な
り
た
い
姿
」を
大
切
に
し
た
指
導
・
支
援
を
通
し
て
～

県
立
岡
山
瀬
戸
高
等
支
援
学
校

教
諭
　
三
好　

咲
子

３　
「
個
別
取
り
出
し
型
」
の

　

自
立
活
動
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

２　

自
立
活
動
の
指
導
体
制
に

　

つ
い
て
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・
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
す

る
・
よ
り
良
い
解
決
策
を
選
択
す
る

・「
相
手
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
と
思

う
か
」「
別
の
方
法
は
な
い
か
」
等

の
問
い
か
け
を
通
し
て
、
他
者
の
視

点
か
ら
考
え
る

ま
た
、
対
話
を
通
し
て
考
え
を
言
語

化
・
視
覚
化
し
な
が
ら
整
理
で
き
る
よ

う
心
が
け
た
。（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
参
照
）

（
１
）
日
常
場
面
で
見
ら
れ
た
生
徒
の

変
化

指
導
を
進
め
る
中
で
、
本
人
か
ら
は

「
授
業
で
困
っ
た
と
き
に
、
メ
リ
ッ
ト

や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
な
が
ら
対
処

方
法
を
考
え
て
い
る
」「
困
り
事
を
整

理
し
て
相
談
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

等
、
自
身
の
変
化
を
語
る
姿
が
見
ら

れ
た
。
ま
た
、
専
門
教
科
の
授
業
担
当

者
か
ら
も
、「
前
時
の
活
動
を
踏
ま
え
、

メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
な
が

ら
改
善
策
を
提
案
し
て
い
た
」
と
い
っ

た
様
子
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
日
常
場

面
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。 ４　

指
導
実
践
を
通
し
て

（
５
）
指
導
を
通
し
て
見
ら
れ
た
課
題

個
別
指
導
の
中
で
身
に
付
け
た
力
を
、

様
々
な
場
面
で
継
続
し
て
発
揮
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
教
員
間
で
の

情
報
共
有
や
共
通
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、

学
校
生
活
や
現
場
実
習
等
の
場
面
と
よ

り
密
接
に
関
連
付
け
な
が
ら
指
導
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、「
個
別
取
り
出
し
型
」
を
含

め
た
自
立
活
動
の
指
導
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
教
育
課
程
上
の
位
置
付
け
の

検
討
を
行
い
、
明
確
に
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

高
等
部
段
階
に
お
け
る
自
立
活
動
で

は
、
生
徒
の
実
態
や
課
題
だ
け
で
な
く
、

思
い
に
応
じ
た
指
導
・
支
援
が
重
要
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
特
に
、
対
人
関

係
や
自
己
理
解
に
関
す
る
課
題
に
つ
い

て
は
、
対
話
を
重
ね
な
が
ら
丁
寧
に
関

わ
っ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

今
後
も
、
学
校
生
活
や
現
場
実
習
等

の
場
面
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
な
が

ら
、
社
会
的
自
立
に
向
け
、
生
徒
の
思

い
や
「
な
り
た
い
姿
」
を
大
切
に
し
た

指
導
・
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

（
３
）
生
徒
理
解
を
基
に
し
た
指
導
・

支
援
の
広
が
り

生
徒
本
人
の
思
い
や
「
な
り
た
い

姿
」
を
聞
き
取
り
な
が
ら
指
導
を
進
め

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
共
有
し

た
。
他
の
教
師
も
生
徒
の
思
い
や
考
え

を
丁
寧
に
聞
き
取
り
な
が
ら
指
導
・
支

援
を
行
う
場
面
が
増
え
た
。
ま
た
、「
こ

の
生
徒
は
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
」「
ど

の
よ
う
な
姿
を
目
指
し
た
い
の
か
」
と

い
っ
た
自
立
活
動
の
視
点
を
踏
ま
え
た

教
員
間
で
の
対
話
が
増
え
、
生
徒
へ
の

関
わ
り
方
を
見
直
す
動
き
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
で
は
、
学
年
団
を
中
心
に
、
生

徒
の
実
態
や
課
題
に
つ
い
て
継
続
的
に

共
有
し
、
自
立
活
動
の
視
点
を
日
常
の

指
導
場
面
に
も
生
か
そ
う
と
す
る
取
組

が
広
が
っ
て
い
る
。

（
４
）
校
内
体
制
づ
く
り
の
推
進

自
立
活
動
係
を
中
心
と
し
て
、「
個

別
取
り
出
し
型
」
の
指
導
対
象
生
徒
の

検
討
や
、
指
導
の
実
施
状
況
の
共
有
、

実
践
報
告
会
等
を
行
う
な
ど
、
個
々
の

課
題
に
応
じ
た
自
立
活
動
の
指
導
の
充

実
に
向
け
た
校
内
体
制
づ
く
り
も
進
め

て
い
る
。

（
２
）
指
導
方
法
の
共
有
に
よ
る
変
化

「
個
別
取
り
出
し
型
」
の
指
導
を
進

め
る
中
で
、
学
年
会
等
に
お
い
て
、
生

徒
の
様
子
や
指
導
方
法
に
つ
い
て
共
有

し
た
。
対
話
を
通
し
て
考
え
を
整
理
し

て
い
く
指
導
を
紹
介
す
る
と
、
他
の
教

員
か
ら
、「
実
際
の
ト
ラ
ブ
ル
場
面
を

基
に
振
り
返
り
を
行
い
た
い
」「
生
徒

自
身
が
考
え
を
整
理
で
き
る
よ
う
、
シ

ー
ト
を
活
用
し
た
指
導
を
取
り
入
れ
た

い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

５　

お
わ
り
に

問題解決ワークシート 

 

 問題（困った状況）が起こったときに、以下のステップで整理しながら、問題解決をしていきましょう。 

 

１． 問題（困った状況）と感じていることを具体的に書き出してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

２． １で挙げたことの中で、解決したい問題は何か、何をどうしたいかを考えて書きましょう。 

 

 

 

 

３． ２で考えたことについて、解決策をできるだけ多く考えて書き出してみましょう。 
そのあと、それぞれの解決策について、メリットとデメリットを挙げましょう。それぞれの解決策をとった場合に、 

どのような結果になりそうか考えて書きましょう。＊ 難しいときは、先生に質問・相談して一緒に考えましょう。 

解決策 メリット（よい点） デメリット（悪い点） 

①    

②    

③    

④    

⑤    

 

４． ３で整理した解決策の中から、客観的に見て一番よいと思う解決策を１つ選んで書きましょう。 

 

 

 

 

５． ４で決めた解決策について、何を、いつまでに、どのように、どのくらい、どうやって等、具体的に行動計画を 

立てましょう。可能であれば、うまくいかなかったときの対処法についても考えておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜うまくいかなかったときの対処法＞（可能であれば） 

 

 

 

 

６． ５５でで決決めめたた解解決決策策をを実実行行ししままししょょうう。。  

 

 

７． ５で決めた解決策を実行して終わったら、うまくいったかどうかを評価しましょう。 

うまくいった点や気付いた点、改善した方がよい点を考えて書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ うまくいかなかった場合は、別の解決策を試してみるか、最初のステップに戻って 

もう一度最初から考えてみるかを決めましょう。決めたらワークシートの必要な部分を 

用意して再度整理しながら、問題解決をしていきましょう。 

ううままくく  
いいかかなな  
かかっったた  

ううままくく  
いいっったた  

指導に使用したワークシート
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「
吉
備
路
の
歴
史
遺
産
」

魅
力
発
信
事
業

史
跡
備
中
国
分
尼
寺
跡
（
総
社
市
上

林
ほ
か
）
は
、
天

て
ん
ぴ
ょ
う平

13
（
７
４
１
）
年

に
聖
武
天
皇
の
命
に
よ
り
、
全
国
に
建

立
さ
れ
た
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
の
ひ
と

つ
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
令
和
５
年

度
か
ら
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

塔
跡
の
発
見 

令
和
７
年
度
の
調
査
で
は
、
今
ま
で

性
格
が
不
明
と
さ
れ
て
い
た
東
方
建
物

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
中
央
に

心し
ん
ば
し
ら柱
を
据
え
付
け
る
た
め
の
礎
石
（
心し
ん

礎そ

）
を
抜
き
取
っ
た
穴
を
確
認
し
た
こ

と
で
、
塔
跡
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
既
存
寺
院
を
転
用
し
た
も
の
を

別
と
し
て
、
新
設
さ
れ
た
国
分
尼
寺
で

塔
を
建
て
た
例
と
し
て
全
国
初
の
事
例

で
す
。
瓦
や
土
器
な
ど
か
ら
、
塔
の
建

設
は
金
堂
な
ど
が
造
営
さ
れ
た
奈
良
時

代
よ
り
後
の
平
安
時
代
中
ご
ろ
（
10
世

紀
）
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
発
掘
調
査
成
果
を
基
に
、
こ
の

た
び
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
全
国
初

の
発
見
の
瞬
間
や
、
普
段
は
見
る
こ
と

が
少
な
い
調
査
現
場
の
空
気
感
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

史跡
備
びっ

中
ちゅう

国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

跡
あと

－令和７年度
発掘調査成果－

県古代吉備文化財センター

「吉備路の歴史遺産」魅力発信！

備中国分尼寺　塔跡（東から）

発
掘
調
査
動
画

二
次
元
コ
ー
ド

岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
見
学
・
職
場
体
験
！　

出
前
授
業
は
遺
物
を
持
っ
て
伺
い
ま
す
！

セ
ン
タ
ー
見
学
・
職
場
体
験
！　

出
前
授
業
は
遺
物
を
持
っ
て
伺
い
ま
す
！

――
学
校
教
育
と
の
連
携

学
校
教
育
と
の
連
携
――

日
本
列
島
で
は
旧
石
器
時
代
か
ら

人
間
生
活
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
ま
す

が
、県
内
で
も
こ
の
時
代
か
ら
縄
文
・

弥
生
を
経
て
近
現
代
に
至
る
ま
で
、

人
間
生
活
の
痕
跡
が
地
中
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
埋
も
れ
て
い
ま
す
。
古
代

吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
地

下
に
残
る
生
活
の
あ
と
を
調
べ
て
記

録
し
、
出
土
品
と
調
査
記
録
を
整
理

し
て
保
管
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
発
掘
調
査
の
成
果
を
公
開

し
、
学
校
教
育
の
場
に
お
い
て
活
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
橋
渡
し
を
す

る
こ
と
も
当
セ
ン
タ
ー
の
大
切
な
役

割
で
す
。
令
和
７
年
度
で
は
小
・
中

学
校
の
校
外
活
動
で
15
校
、
中
・
高

校
の
職
場
体
験
等
で
21
校
が
当
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

小
学
校
の
発
掘
現
場
見
学
が
２
校
あ

り
、
出
前
授
業
も
小
学
校
４
校
、
中

学
校
１
校
、
高
校
３
校
で
実
施
し
ま

し
た
。

県
内
に
は
２
万
か
所
以
上
の
遺
跡

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ど
こ
の
学
校

で
も
近
隣
に
は
遺
跡
の
所
在
地
が
あ

り
ま
す
。
な
か
に
は
校
舎
や
体
育
館

等
の
新
設
・
建
て
替
え
に
伴
う
発
掘

調
査
で
、
校
地
内
に
遺
物
を
伴
う
遺

構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
出
前
授
業
は
、
こ

う
し
た
出
土
遺
物
を
見
た
り
触
れ
た

り
で
き
る
体
験
的
な
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。
郷
土
学
習
・
体
験
学
習
と

し
て
も
出
前
授
業
を
活
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
学
校
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
施
設
団
体
見
学
や
学
習
支
援

に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
ち

ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
第
一
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
８
６
―
２
９
３
―
３
２
１
１勾玉を作る（県立備前緑陽高等学校）
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岡山県立図書館　教育関係図書紹介
教育関係の新着図書からピックアップしてご紹介します

宗實 直樹／著　東洋館出版社
2025.11　請求記号：375.1/ﾑﾈ26/　ISBN：9784491059600

次期学習指導要領改訂に係る中央
審議会でも提起された、教科書を
網羅的に扱うことによる弊害に着
目した一冊です。「どんな概念を
つかませ、どう学びを広げさせる
か」という、教師の概念的指導力
を磨く方法や考え方が解説されて
います。

西木 めい／著  学事出版
2025.11　請求記号：374.6/ﾆｼ26/　ISBN：9784761930844

スクールカウンセラーの著者が、
保護者との信頼関係を築くための
言葉かけや、対話のポイントをま
とめた一冊です。具体的な場面設
定やエピソードとともに、切り出
し方や前向きな伝え方が紹介され、
実践に役立つコツが分かります。

教科書を網羅しない授業をつくる  
教師の負担を軽減し、豊かな授業を実現する教科書の使いこなし方

保護者に安心を手渡す言葉かけ  
ケース別でわかりやすい! 

川越 至桜，大島 まり，齊藤 萌木／著　東京大学出版会
2025.12　請求記号：375.4/ｶﾜ26/　ISBN：9784130623247

生徒が問題発見・解決に活かせる
教科等横断的なSTEAM教育を紹
介しています。東京大学が実施し
ているSTEAM型課題研究プログ
ラムにおける、高校生の研究活動
の具体的事例、成果の評価方法な
どが解説され、実践に役に立ちま
す。

松下 佳代〔ほか〕／編著　学事出版
2025.11　請求記号：375.1/ﾏﾂ26/　ISBN：9784761930875

「探究的な学び」について、理念
や地域における位置づけを色濃く
映し出している事例校の特徴を検
討することにより、生徒をどう導
くのかを解説しています。岡山南
高校を含む全国23校の多種多様
な先進実例を紹介しています。

STEAM教育をデザインする 高等学校探究的な学び実践事例集
次の一手への道しるべ

水内 豊和，山崎 智仁／編著　ジアース教育新社
2025.12　請求記号：378.6/ｺﾊ26/　ISBN：9784863717466

これまで実践例の少ない知的障害
教育における情報活用能力につい
て、富山大学教育学部附属特別支
援学校での事例を紹介しています。
次期学習指導要領に沿った説明が
あり、子どもたちの将来を見据え
た教育について分かりやすく解説
しています。

杉本 遼／編著　学事出版
2026.1　請求記号：378/ｽｷ26/　ISBN：9784761930974

多様な生徒が在籍する特別支援学
級での道徳授業に難しさを感じて
いる方へ、「誰でもできる」「教科
書でできる」楽しい道徳授業を紹
介しています。一人の子どもの理
解から発想して授業を作る「スポ
ットライト授業」の手法も提案さ
れています。

特別支援教育×情報活用能力
知的障害教育における ICTプログラミングデジタル・シティズンシップの展開

特別支援学級の道徳授業のつくり方

☆ 教育活動支援サービスの詳しい内容や教育新着バックナンバー
　 【サービス案内】 → 【資料の収集・提供・相談サービス】 → 【教育活動支援サービス】
☆ ご相談は、社会科学カウンター（社会科学班）までお気軽にどうぞ。
　 E-mail：syakai@libnet.pref.okayama.jp　TEL：086-224-1317

県立図書館の

ＨＰをチェック!!!
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　岡山県教育委員会では、進路相談会を次のとおり開催します。中学校・高校等で欠席が多い生徒
や高校等を中途退学した方、また、その保護者の方などを対象に、高校の関係者や進路相談員等が、
高校進学や高校の転・編入学、高等学校卒業程度認定試験に関する情報提供等について、個別に相
談を受け付けます。事前の予約は必要ありません。

日時・会場

★美作地区　８月４日（火）１３︓３０～１５︓３０
　　　　　　会場　津山市総合福祉会館（津山市山北５２０）

★備前地区　８月６日（木）１２︓３０～１６︓３０
　　　　　　会場　岡山県生涯学習センター（岡山市北区伊島町3丁目1番1号）

★備中地区　８月８日（土）１２︓３０～１６︓３０
　　　　　　会場　ライフパーク倉敷（倉敷市福田町古新田９４０）

相 談 員 高等学校（公・私立の全日制・定時制・通信制）担当者
県の進路相談員　など

お問い合わせ 県教育庁人権教育・生徒指導課　不登校児童生徒支援班
ＴＥＬ（０８６）２２６－７９１６

「進路相談会」を開きます！

お知らせ 「岡山県児童生徒いじめ防止ポスター・標語」募集中！「岡山県児童生徒いじめ防止ポスター・標語」募集中！

　岡山県教育委員会では、今年度も県内の児童生徒の皆さんから「いじ
め防止ポスター・標語」を募集しています。優秀作品は、後日、表彰を
予定しています。（募集の詳細については、各学校にお問い合わせくださ
い。）たくさんのご応募をお待ちしています！

高梁市立高梁小学校　　４年　水畑 亘裕
岡山県立笠岡高等学校　３年　国光 真寛

玉野市立宇野中学校　１年　堀　桃華

※学校名及び学年は令和７年度のものです。
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岡山県青少年総合相談センター
〜ハートフルおかやま110〜

総合相談窓口と専門相談窓口が集まった、青少年とその保護者のための総合相談センター
です。（一部窓口を除き、原則年中無休、年末年始を除く）
ホームページ　https://heartful.okayama.jp/

相　談　窓　口 電話番号 相談方法等 相 談 日 時 ・ 内 容 等

総 合 相 談 窓 口 ☎（086）224−7110

電話・面接相談（要予約）
メール相談
sodan110@po1.oninet.ne.jp

ＬＩＮＥ相談
＠hfokayama

電話相談 8：30～21：30
LINE相談（火・木・土曜日）

17：00～21：00
友だち、学校や職場、家庭や家族に関す
る悩みや不安など、子ども・若者に関す
る相談全般。必要に応じて他の相談窓
口や相談機関を紹介。公認心理師が心
理面のケアを行うほか、アドバイザーが
進路の見直し・検討や中途退学した方な
どを支援。（要予約）

教 育 相 談 ☎（086）221−7490 電話・面接相談（要予約）
8：30〜12：00、13：00～17：00

（相談受付）
いじめ、不登校、友人関係、学校等の相談

進 路 相 談 ☎（086）224−1121 電話・面接相談（要予約）
12：00～18：00（火・木・土曜日）

（相談受付）
不登校生徒や高校中退者等の進路相談

ヤングテレホン･
い じ め 1 1 0 番

☎（086）231−3741
電話・面接相談（要予約）
メール相談
youngmail@pref.okayama.jp

24時間受付（面接相談は予約制）
子ども自身や保護者等の悩み、非行、問
題行動等の相談。いじめなどの悩みごと
や家出などの少年相談。

※平成29年度から「青少年ケアコーディネーター」を配置しています。高校中退時の進路未定者等に対し、修学や就労に向けた自立支援を
　行います。ご相談は総合相談窓口へお申し込みください。

相 談 窓 口 一 覧 ひとりで悩まないで

　「うちの子どもが学校に行けなくなって心配です」「子育てに自信が持てません」など、いじめや不登校、
子育てや教育上の様々な問題で悩んでいませんか？
　県内にはそうした悩みを気軽に相談できるところがたくさんあります。下記に紹介する相談窓口は、いずれ
も信頼できる機関であり、相談内容などの個人の秘密は固く守られます。相談は公認心理師など専門的資質を
備えた教育相談員などがあたり、24時間電話相談や面接相談、LINE相談など相談方法も多様となっています。
ひとりで悩まず、気軽にあなたに合った窓口にご相談ください。

岡山県総合教育センター ホームページ　https://www.pref.okayama.jp/soshiki/215/

相　談　内　容 電話番号 相 談 日 時 等

○不登校・いじめなど学校生活に関すること
○学業に関すること
○家庭教育に関すること
○発達障害など発達に関すること
○障害のあるお子さんの学習面などの学校生活

に関すること
○障害のあるお子さんの家庭生活に関すること

【電話相談】（随時）
☎(0866)56-9115

月・火・水・金曜日　
9：00～12：00

【面接相談】(予約制)
☎(0866)56-9106

月・火・水・金曜日　
9：00～12：00

13：00～16：00

※面接相談では、親子それぞれに別の相談員が担当する並行面接を中心に行っています。
※保護者の希望により、学校や医療機関等との連携が可能です。
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そ の 他 の 主 な 相 談 機 関

名　　　　　称 電話番号

児童相談所虐待対応ダイヤル ☎１８９（イチハヤク）

岡山県中央児童相談所
（岡山市にお住まいの方を除く） ☎（086）235−4152

　子ども・家庭電話相談室 ☎（086）235−4157

岡山県倉敷児童相談所 ☎（086）421−0991

（井　笠　相　談　室） ☎（0865）69−1680

（高 　 梁 　 分 　 室） ☎（0866）21−2833

（高梁分室新見相談室） ☎（0866）21−2833

岡山県津山児童相談所 ☎（0868）23−5131

■ 開設日、受付時間等は、各相談機関にお問い合わせください。

名　　　　　称 電話番号

岡山市こども総合相談所
（岡山市にお住まいの方） ☎（086）803−2525

岡山県精神保健福祉センター
（岡山市にお住まいの方を除く） ☎（086）201−0828

岡山市こころの健康センター
（岡山市にお住まいの方） ☎（086）803−1274

社会福祉法人
岡山いのちの電話協会

☎（086）245−4343

※毎月10日はフリーダイヤル（朝8：00〜翌日8：00） ☎（0120）783−556

24時間子供SOSダイヤル
（24 時間受付・通話料は無料）
いじめ・自分や友人の安全などの相談

☎（0120）0−78310

◆ 各地域の少年サポートセンター・青少年育成（補導）センターなど、このほかの相談機関に
　 ついては、ホームページをご覧ください。

子ども家庭課からのお知らせ

地域でのあいさつ運動など、青少年健全育成活動に参加します。
青少年相談員にお気軽にお声がけください！

　県では、青少年やその保護者のみなさんが、各地域において悩みや不安を気軽に相談できる
窓口として「青少年相談員制度」を設けています。地域でのさまざまな青少年育成活動にも参
加していますので、ぜひ、お声がけください。また、身近な青少年の善行をたたえる「わかば
賞」の顕彰も行っています。誰でも推薦できますので、他の青少年の模範となる行為を見つけ
たら、ぜひ、お近くの青少年相談員へご推薦ください。
　地域の青少年相談員がわからない場合には、各県民局にお問い合わせください。

詳細やチラシのダウンロードは下記ホームページをご参照ください。

https://www.pref.okayama.jp/page/893910.html

＜お問い合わせ先＞

各県民局地域づくり推進課
備 前 県 民 局　（０８６）２３３－９８０３
備 中 県 民 局　（０８６）４３４－７００５
美 作 県 民 局　（０８６８）２３－１２１４
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第5回 特別支援学校・特別支援学級第5回 特別支援学校・特別支援学級
キャリア教育フェアを開催しますキャリア教育フェアを開催します

　平成29年度から隔年で実施をしている本フェアも５回目となりました。
　県内特別支援学校16校及び小・中学校の特別支援学級で学ぶ幼児児童生徒が日頃の学習の成果を発揮し、働
くことへの意欲を高められる機会となることを期待しています。
　また、多くの県民の皆様に参加していただくことで、「障害の有無に関わらず、お互いに人格と個性を尊重し、
支え合い共に生きる社会」の実現に向けたきっかけになればと考えています。ぜひ、ご来場ください。

●日　時　令和８年９月15日㈫・16日㈬
　　　　　両日とも、10：00～15：00

●会　場　イオンモール岡山　１階　未来スクエア
　　　　　（岡山市北区下石井1丁目２－１）

●内　容　・県内特別支援学校及び特別支援学級の幼児児童生徒による
　　　　　　作品等の展示
　　　　　・県内特別支援学校の生徒による製品販売等
　　　　　　（陶芸製品、布製品等）
　　　　　・県内特別支援学校の生徒による接遇・実演等（マッサージ体験、ワークショップ等）

●問合せ先　岡山県教育庁特別支援教育課　
　　　　　　〒700－8570　岡山市北区内山下２-４-６
　　　　　　TEL：086-226-7912
　　　　　　ホームページ： 「岡山県教育庁特別支援教育課」で検索してください。
　　　　　　　　　　　　　https://www.pref.okayama.jp/soshiki/147/

◆会 期 等
　令和８年７月31日㈮～９月13日㈰
　※休館日　毎週月曜日　

◆開館時間　９時～18時

◆入 館 料
　大人260円、65歳以上130円、高校生以下無料
　※８月29日㈯は無料開館

◆学芸員による展示解説
　日　時：８月８日㈯、22日㈯、９月５日㈯
　　　　　各日14：00～15：00
　場　所：岡山県立博物館　展示室
　その他：事前申込不要、見学無料
　　　　　（入館料は必要）

機
き

帆
はんせん

船は、木造船が主役だった時代の最後を飾った船です。
その独特のエンジン音から「ポンポン船」の愛称で親しまれ
ました。瀬戸内海に面し多くの川や用水路が流れる岡山県は、
海の船である機帆船や千石船のほかにも、高瀬舟や田舟など、
地域ごとに特色ある船の文化が育まれました。

本展では機帆船の模型や道具を中心に、今は見ることの少
なくなった木造船が活躍した時代の資料を展示します。船と
共にあった人々の営みに、思いを馳せてみませんか。

★掲載している情報は変更される可能性もありますので、詳細はご確認ください。

県立博物館
＜テーマ展「すすめ！ポンポン船～木造船の世界～」＞

機帆船「天神丸」模型
平成時代　個人蔵

廻船・尻海古景図絵馬
岡山県指定重要有形民俗文化財
天明 5 年（1785）　若宮八幡宮蔵

【問合せ先】岡山県立博物館　岡山市北区後楽園1-5　TEL（086）272-1149（代表）　
【HP】県立博物館　URL:http://www.pref.okayama.jp/site/kenhaku/

ホームページへ
アクセスできます。
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のびのびキャンパス岡山で学ぼう！

「岡山県生涯学習大学（愛称：のびのびキャンパス岡山）」は、学びたいときに学びたい人が学べる大学

を目指して、県民の方々が自分に適した学習内容を選択できるよう、県内各地の講座や学習機会の情報

を提供するものです。

仲間と共に楽しく学び、より豊かな人生を歩むきっかけにしませんか。

〇 岡山県生涯学習大学連携講座の開設について

岡山県生涯学習大学では、県内の学術機関や自治体、企業

やNPO 等の様々な連携機関が開催している講座を県民に紹

介しています。令和７年度は、９７機関が開催している６１７の

講座と連携しました。

連携講座は県民の方ならどなたでも受講いただけますので、ぜひご参加ください。また、新規連携

先、新規連携講座についても随時募集しています。

【岡山県生涯学習大学に関する問合せ先】

岡山県生涯学習センター 振興課　　Tel : 086-251-9751

https://www.pal.pref.okayama.jp/

１
• 「講座案内」で探す

• 「ぱるネット岡山」で検索

２
• 開催機関に直接申込み

• 受講

３
• 「学びの記録」にまとめる

• のびキャンシールをもらう

４
• 「学びの記録」を提出

• 「単位認定証書」「修了証書」をお渡し

５
• 新たな学びへ

• 学びを活かした活動へ

「ぱるネット岡山」は

こちらから
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︵
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本
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︶

短
評

■県教委だより32

1 ■標点
木と育つ、地域と育つ
県教育委員会委員　須江 健治

■随想　総社市立総社小学校 　仁熊 健二／津山市立久米中学校　芦田 周作／県立東岡山工業高等学校　武川 忠弘21

■中高生なんでもトーク○290 備前市立日生中学校　佐々木 晴麿／清心女子高等学校　浅越 一花23

■教育新着図書紹介　県立図書館31

■史跡　備中国分尼寺跡－令和７年度発掘調査成果－　県古代吉備文化財センター30

■グラビア
先生の学びと子どもの「心の居場所」づくりを応援します！　おかやまオンデマンド研修

20

■子どもの声・保護者の声・地域の声
テーマ：「部活動の地域展開について」　三宅 厚自／松下 誠／木原 珠子

15

■グラビア
令和７年度　国登録有形文化財の登録

17

■写真コーナー
写真だより

18

■私の工夫
岡山型PBLの考えをもとにした「総合的な学習の時間」の展開
県総合教育センター　荻原 資

探究的な学びについての実践と考察
県立岡山芳泉高等学校　鳥取 海峰

軽度知的障害のある生徒に対する「個別取り出し型」を含めた自立活動の指導の取組
～生徒の思いや「なりたい姿」を大切にした指導・支援を通して～
県立岡山瀬戸高等支援学校　三好 咲子

24

◆創作の広場 岡山市立操南中学校／ノートルダム清心学園清心女子高等学校

【説明③】
岡山県中学校体育連盟が主催する大会の
在り方について
岡山県中学校体育連盟

【事例紹介③】
町全体で構築する、中学生の多様なスポーツ・
文化芸術環境～総合型地域スポーツ和気クラブを
核とした「新たなまちづくり」への挑戦～
和気町教育委員会

【巻頭論文】部活動の地域展開について　岡山大学学術研究院教育学域　准教授　高岡 敦史2

特集

部活動改革及び地域クラブ活動の推進
～子どもたちのスポーツ・文化芸術活動の充実に向けて～
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三
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小
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総合的な学習・平和学習

つまようじアートによる広島原爆ドーム

 岡山市立操南中学校２学年２７３人による共同制作

【事例紹介②】
真庭市における部活動の地域展開の推進について
真庭市生活環境部スポーツ・文化振興課

【説明②】
岡山県部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に
関する総合的なガイドライン
～子どもたちのスポーツ・文化芸術活動の充実に向けて～
県教育庁保健体育課・生涯学習課

【説明①】
部活動の地域展開の現状と今後の取組
県教育庁保健体育課・生涯学習課

6 【事例紹介①】
こどもを中心に据えた部活動の地域展開
～「ブカツライクな地域クラブ活動」を目指して～
総社市教育委員会
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岡 山 県 教 育 委 員 会

みんなで学んで かがやく 未来
「おかやま教育の日」（11月1日）標語

MIRAI Wind Club による吹奏楽のパート別練習活動（場所：倉敷市立東中学校）

7
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E d u c a t i o n a l  B u l l e t i n

特 集｜
部活動改革及び地域クラブ活動の推進
～子どもたちのスポーツ・文化芸術活動

の充実に向けて～

）4067-622-680☎（ 部支山岡合組済共校学立公
県教育庁福利課「教職員のこころの健康・相談窓口」からもご覧いただけます➡
⬅ 福利課公式LINEを友だち追加後、トーク画面からもご覧いただけます。

「話を聴いて欲しい」あなたの連絡を待っています。
悩みを抱えていませんか。

少しだけでも、誰かに話してみませんか。
ただ話すだけで、気持ちが軽くなることもあります。

プライバシーは厳守されます！
相談内容等が、所属所や教育委員会に知られることはありません。

教職員のための

相談窓口
の

様々な相談窓口を紹介していますので、是非ご活用ください。

相談時間 連絡先・申込方法 相談場所 注意事項

スクール
カウンセラー等
の本来の
勤務時間以外

スクールカウンセラー等へ
相談を依頼します。
学校長等を通じて、または
相談希望者から相談員へ直
接依頼することも可能です。

組合員の
勤務する
所属所内

①相談を依頼する際に、相談日時等を決定します。
②当日、相談報告書と、組合員資格が確認できるものを持参してくだ
　さい。

相談報告書は「福利課 HP ➡ 教職員のこころの健康・相談窓口
 ➡ スクールカウンセラー等を活用した相談」に掲載しています。

　予め、本人記入欄に記入しておいてください。

生徒指導に関する相談は、本事業の対象外です。

スクールカウンセラー等（※）が、職場で、教職員自身のメンタルヘルス相談をお受けします。
学校の様子をよく知っている専門家に、こころの悩みを相談してみませんか？

職場のスクールカウンセラー等に相談をしたい

共済組合の組合員とその被扶養者が利用できます。
すべて相談料は無料です。（一部回数制限あり）

福利課・共済組合岡山支部以外が開設する窓口に相談したい

※「スクールカウンセラー等」とは、組合員の所属所で勤務する次の者のことです。
スクールカウンセラーに準ずる者として相談を行っている者

院
病
央
中
国
中

部
本
合
組
済
共
校
学
立
公

メンタルヘルス
相談

こころの悩み
ホットライン

（電話相談）

教職員
電話健康相談24

介護電話相談

女性医師
電話相談

電話・面談
メンタルヘルス
相談

Web相談
（こころの相談）

LINEを使った
メンタルヘルス
相談

臨床心理士による
相談【面接】【電話】

臨床心理士による
相談【電話】

健康に関する
相談に保健師等の
専門家が対応
介護に関する相談に、
ケアマネジャーや
社会福祉士が対応

女性医師による相談
（予約制）

臨床心理士による
相談

電話で相談しづらい
方のためのWeb上
での相談

公認心理師、臨床心
理士等による相談

【LINE】

［平日］
9：00～17：00

［水曜日］
15：00～17：00

24時間 年中無休

［月～土］

［月～土］
10：00～21：00

【電話相談】
月～土10：00～22：00

【面談予約】
月～土10：00～20：00

24時間

[水土日月]

084-970-2121
中国中央病院
福山市御幸町大字上岩成148-13

0120-503-110

0800-777-8349

0120-515-579

0120-215-579

0800-700-5680

URL https://www.mh-c.jp/

受付時間 連絡先 備　考名　称 内　容

原則年３回まで利用可
共済組合の規定により一定の交通費を
支給します。
（タクシー代の支給はありません。）
予約の際に組合員番号の確認があります。

相談内容：一般健康相談、専門医相談
（予約制）、小児救急相談、医療機関案内
1回20分程度

相談内容：女性疾患についての相談が中心
1回20分程度
利用対象者は女性のみ

【電話相談】1回20分程度
【面　　談】1回50分程度、
　面談は、年5回まで無料

　1日1回、30分～60分程度
　10分～15分以上応答が途絶えた場合、
 相談は終了します。

臨床心理士が3営業日以内をめどに
個別に回答

相談内容：介護全般
１回２０分程度

何度でも無料で利用できます。

ログイン番号:783269

管理職が、不調者（休職者を除く）の主治医
と支援等について相談（面談）する際の相談
料を、共済組合が全額負担します（回数制限
無し）。

受付時間 連絡先・申込方法 相談場所 予約時連絡事項

[ 月～金]
 16：00～19：00
大学の長期休業中など
心理相談室の閉室期間を除く

086-251-7608
受付時間内に、
電話予約してください。

岡山大学教育学部内
「心理相談室」
岡山市北区津島中
3-1-1

予約時に①～③を伝えてください。

職場内のメンタルヘルス対応等を相談したいとき

不調者や休職者の主治医に相談したいとき

心理相談室の詳細（閉室期間等）は、HP にてご確認ください→

例えば…沢田の杖塾の教員OBを講師とした
「コミュニケーションスキルアップ研修会」等研修講座

パソコン及び携帯、スマホからアクセス▶
https://fishbowlindex.jp/psokayama/

パソコン及び携帯・スマホから、気軽に簡単にストレスチェック等ができます！
ご自身や家族の健康状態を定期的に把握し、健康管理に役立てましょう。

健康づくりのための研修会等（各所属所や組合員で構成される
団体・グループが企画立案するもの）に講師を無料（１回につ
き５万円を上限）で派遣します。
※研修の約２か月前までに所定の申請様式を福利課健康管理班へ提出する必要があります。

様式等の詳細は、おかやま教職員福利厚生ネットに掲載していますので、ご確認ください。

管理職向けの相談窓口

こころの専門家である臨床心理士（岡山大学の教員）による、管理職としての
職場の悩み相談です。（年度内3回まで無料。4回目以降は自己負担額1,500円）

※どちらも当日、必要書類を医療機関の窓口に提出する必要があります。
　様式等の詳細は、県教育庁福利課HP→教職員のこころの健康・相談窓口に掲載しています。（表紙の二次元コードをご利用ください）

管理職が、精神疾患等による休職者の主治医と復職
等について相談（面談）する際の相談料（1回につ
き5,500円まで）を、県が負担します（回数制限無
し）。【岡山県教育委員会任用教職員が対象です。】

福利課保健師の相談窓口（P.1）においても、職場のラインケア（職場復帰相談含む）の相談をお受けします

職場の健康づくり研修会支援事業

①「管理職サポート相談」の利用であること
②所属所名、氏名、簡単な相談内容
③他の相談機関等からの紹介で利用する場合

には、紹介ルート

チェック方法@kouritukyosai_mh
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簡易健康チェック

スクールカウンセラー等を活用した教職員メンタルヘルス相談

中国中央病院、共済本部窓口

管理職サポート相談

管理職メンタルヘルス相談 復職プログラム相談

平日の夕方～夜の
時間に相談ができます！

・当日は組合員資格が確認できるものを持参して
　ください。
・年度内 3 回まで無料で利用できます。
（4 回目以降は自己負担 1,500 円）

予約時に
管理職サポート相談事業を
活用することを
必ず伝えてください。

10：00～18：00

18：00～22：00

４ ５

メンタルヘルス相談
オンライン予約ページ

メンタルヘルス室
トップページ

ISSN  1345-3750


